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員は増え続け，観光系学部・学科を持つ大学は，2019 年 3 月末に 49 大学の 49 学部
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第 1 章 日本の大学の観光教育・観光人材教育の歴史と外国の大学の観光教育・観光
人材教育の歴史 
第 2 章 観光系学部・学科の学生の観光関連産業への就職率の低さ要因に関する先行
研究の 3 つの要因分析と課題の考察 
第 3 章 新卒採用についてのアンケート調査と仮説の検証 
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3 月号に，「沿革：大学紹介」『名桜大学ホームページ』。2020 年 9 月 10 日，
https://www.jil.go.jp/institute/zassi/backnumber/2019/07/pdf/031-046.pdf から名桜大学 国際学




観光庁ホームページ』，2020 年 12 月 20 日，https://www.mlit.go.jp/common/000119660.pdf。 
(3)「観光関係学部卒業生の進路」，『国土交通省 観光系大学の現状とカリキュラムに関する検討課題ホー
ムページ』2020 年 12 月 20 日，https://www.mlit.go.jp/common/000184928.pdf。 
(4)「平成 27 年度観光の状況 平成 28 年度観光施策 要旨」49 ページ，『観光庁ホームページ』2020
年 12 月 20 日，https://www.mlit.go.jp/common/001131291.pdf。 
(5) 前田勇(編)『現代観光総論・第 3 版』(株)学友社，2019 年，96 ページ。 




















女性が 3 分の 1 を占め，卒業生はホテル等のサービス企業から引っ張りだこだったと
いう(9)。 
入学生の半数以上が卒業を待たずして就職先が決まった事や，就職率 100%の学校

























よると言う(18)。そのため 2003 年以前は表 1 にあるように，日本の観光系学部・学科
の設置は 8 大学に過ぎなかった。 
 
表 1 2000 年以前に設置された観光系学部・学科の 8 大学 
開設年月 大学名 観光系学部・学科 所在地 
1967 年 4 月 立教大学 社会学部 観光学科 
1998 年 4 月，観光学部 観光学科に改組 
東京都 
1974 年 4 月 横浜商科大学 商学部 貿易・観光学科 
2015 年 4 月，商学部 観光マネジメント学科に改組 
神奈川県 
1993 年 4 月 流通経済大学 社会学部 国際観光学科 茨城県・
千葉県 
1994 年 4 月 名桜大学 国際学部 観光産業学科 2007 年 4 月， 国際学部国
際学群の観光産業専攻に改組 
沖縄県 
1997 年 4 月 北海学園北見大学
(2006 年 4 月に北
海商科大学に名称
変更) 
商学部 観光産業学科 北海道 
1997 年 4 月 阪南大学 国際コミュニケーション学部 国際観光学科，2010
年 4 月，国際観光学部 国際観光学科に改組 
大阪府 
1999 年 4 月 札幌国際大学 観光学部 観光学科 
2009 年 4 月，観光学部 観光ビジネス学科，観光経
済学科に改組 
北海道 
1999 年 4 月 岐阜女子大学 文学部 観光文化学科 





2000 年代になり，特に 2003 年～2010 年にかけて観光系学部・学科のある大学は
図 2 にあるように急増した。例えば 2004 年に，観光系学部は立教大学観光学部，札
幌国際大学観光学部，大阪明浄大学(2006 年に大阪観光大学に名称変更)の 3 学部と観







が観光系学部・学科の新設の契機となった(21)。       
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数は，2019 年 3 月の時点で，49 大学 49 学部の 52 学科となっている(23) 図 2 は観光
系学部・学科の推移を年度毎に示したものである。 
 
図 2 観光系学部・学科の学科数と入学定員の推移 
 
注：2019 年このデータには名桜大学「国際学群 観光産業専攻」定員 280 人及び，熊本学園大
学商学部ホスピタリティ・マネジメント学科の入学定員 80 名を追加してある。 
出所：2009 年から 2019 年の期間のデータは観光庁「『観光関連の学部・学科等のある大学一覧
(2009)』と高橋信子「観光系大学における教育が観光産業に果たす役割」，熊本学園大学及
び名桜大学の HP の「沿革」から入学定員を加え著者が作成。 
 
図 2 にあるように観光系学部・学科の数は 2003 年から 2010 年までの間に急増して
おり，その後は若干，横ばいに推移している。また，観光系学部・学科の最近のデー
タ(2020 年 3 月)を基に，大学数と観光系学部数及び観光系学部・学科の入学定員数を




























































































表 2 観光系学部・学科 
 区分 大学名 観光系学部 観光系学科 所在地 入学定員(人) 
1  私立  札幌国際大学  
観光学部 観光ビジネス学科 
観光学部 国際観光学科 北海道  
90 
50 
2 私立 新潟経営大学 観光経営学部 観光経営学科 新潟県 60 
3 私立 城西国際大学 観光学部 観光学科 千葉県 100 
4 私立 東海大学 観光学部 観光学科 神奈川
県・東京 200 
5 私立 玉川大学 観光学部 観光学科 東京都 90 
6 私立 東洋大学 国際観光学部 国際観光学科 東京都 366 
7  私立  立教大学  
観光学部 観光学科 
観光学部 交流文化学科 埼玉県  
195 
175 




















11 私立 秀明大学 観光ビジネス学部 観光ビジ
ネス学科 千葉県 70 
12 国立 和歌山大学 観光学部   和歌山県 120 
13 私立 平安女学院大学 国際観光学部 国際観光学科 京都府 90 
14 私立 大阪観光大学 観光学部 観光学科 大阪府 130 
15 私立 阪南大学 国際観光学部 国際観光学科 大阪府 155 
16 私立 北海商科大学 商学部 観光産業学科 北海道 60 
17 私立 ノースアジア大学 法学部 観光学科 秋田県 60 
18 公立 高崎経済大学 地域政策学部 観光政策学科 群馬県 120 
19 公立 首都大学東京 都市環境学部 観光科学科 東京都 30 
20 私立 流通経済大学 社会学部 国際観光学科 千葉県 120 
21 私立 文化学園大学 現代文化学部 国際文化・観
光学科 東京都 30 
22 私立 文教大学 国際学部 国際観光学科 神奈川県 125 
23 私立 川村学園女子大
学 生活創造学部 観光文化学科 千葉県 120 
24 私立 淑徳大学 経営学部 観光経営学科 埼玉県 90 
25 私立 亜細亜大学 経営学部 ホスピタリティ・マネジメント学科 東京都 150 
26 私立 帝京大学 経済学部 観光経営学科 東京都 170 
27 私立 杏林大学 外国語学部 観光交流文化学
科 東京都 90 
28 私立 駒澤女子大学 人間総合学群 観光文化学類 東京都 60 
29 私立 帝京平成大学 現代ライフ学部 観光経営学
科 千葉県 98 
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30 私立 松陰大学 観光メディア文化学部 観光メディア情報文化学科 神奈川県 48 
31 私立 横浜商科大学 商学部 観光マネジメント学
科 神奈川県 70 
32 公立 長野大学 環境ツーリズム学部 環境ツ
ーリズム学科 長野県 95 
33 私立 松本大学 総合経営学部 観光ホスピタ
リティ学科 長野県 80 
34 私立 大阪学院大学 経営学部 国際ビジネス学科 大阪府 70 
35 私立 大阪成蹊大学 マネジメント学部 国際ビジ
ネス学科 大阪府 60 
36 私立 神戸山手大学 現代社会学部 観光文化学科 兵庫県 120 
37 私立 安田女子大学 現代ビジネス学部 国際観光
ビジネス学科 広島県 60 
38 私立 流通科学大学 人間社会学部 観光学科 兵庫県 70 
39 私立 神戸国際大学 経済学部 国際文化ビジネス・観光学科 兵庫県 120 
40 私立 神戸海星女子学院大学 現代人間学部 英語観光学科 兵庫県 45 
41 私立 京都外国語大学 国際貢献学部 グローバル観
光学科 京都府 120 
42 私立 大阪国際大学 国際教養学部 国際観光学科 大阪府 70 
43 国立 山口大学 経済学部 観光政策学科 山口県 50 
44 国立 琉球大学 国際地域創造学部 観光地域
デザインプログラム 沖縄県 60 
45 私立 長崎国際大学 人間社会学部 国際観光学科 長崎県 180 
46 私立 九州産業大学 地域共創学部 観光学科 福岡 150 
47 私立 西南女学院大学 人文学部 観光文化学科 福岡県 60 
48 私立 熊本学園大学 商学部第一部 ホスピタリテ
ィ・マネジメント学科 熊本県 60 
49 公立 名桜大学 国際学群 観光産業専攻 沖縄県 280 
合計 5,562 
注：名桜大学は私立の大学として 1994 年に国際学部観光産業学科(定員 115 名)を開設し，その
後 2007 年 4 月に「国際学群」の 5 専攻のうちの 1 つとして「観光産業専攻」に改組，名桜
大学の定員＊280 名は「国際学群」の定員。尚，名桜大学は 2010 年 4 月に公立化された。 



















の分類で示されるようになった。観光庁主催の WG は，これら 3 つのカリキュラム分
類の中では，日本の大学の観光系学部・学科のカリキュラムは「経営系」が不足して
いるとし，観光人材育成に観光経営マネジメント教育の重点化を指摘した。その指摘
の基になったのが表 3 である。 
 
表 3 日本の 37 観光系大学のカリキュラム概要 
カリキュラム分類 カリキュラムの内容 
科目の取扱 
合計 必修 選択 不明 
経営系 
(23 大学) 
意思決定 19 6 6 7 
管理 20 7 3 10 
環境分析 11 3 6 2 
ホスピタリティ系
(37 大学) 
ホスピタリティ事業 37 12 7 18 
ホスピタリティ文化 36 9 9 18 
観光地計画 33 7 9 17 
コミュニケーション 37 12 7 18 
地域づくり系 
(31 大学) 
地域経済・産業振興 21 4 5 12 
地域計画(狭義の地域づくり) 19 3 7 9 
歴史・文化 22 1 9 12 
自然環境 20 2 8 10 
出所：「観光経営マネジメント人材育成・国土交通省」，『観光経営マネジメント人材育成 観光
庁ホームページ』，2020 年 12 月 15 日，https://www.mlit.go.jp/common/000138665.pdf。 
 
表 3 は 2008 年までの全国の 37 の観光系大学のカリキュラムを調査した結果であ
る。「ホスピタイティ系」分野は 37 のすべての大学のカリキュラムで，「地域づくり
系」分野は 31 の大学で導入されているが，経営系のカリキュラムを導入している大学






















表 4 観光経営マネジメント人事育成のためのカリキュラムモデル(概要) 
分野 1 年次・2 年次 各分野の基礎
を学ぶ 
3 年次・4 年次 専門的，業界別の知識・
スキルを習得する      
 科目番号 科目名 科目番号 科目名 
経営戦略 
 1 経営学概論 13 サービスマネジメント 
2 経営戦略概論 14 
ホスピタリティ産業の経営戦略
論 
ＩＴ 3 ＩＴ概論 15 ホスピタリティ産業のＩＴ 














人事・組織 7 組織行動論 23 ホスピタリティ産業の人材管理 
ビジネススキ
ル 





















出所: 観光庁「観光経営マネジメント人材育成」2011 年， 





































位を提供する 4 年制の大学は，1970 年代の初めに約 40 であったが，1995 年には 170
に上っている(35)。その後，1970 年代に入ると北米で観光教育が始まり，観光やホス
ピタリティのコースが大学に設置され，観光教育は初等教育にまで普及した。 
一方，英国での大学の観光教育・観光人材教育は 1964 年にサレイ大学(University of 
Surrey)が大学に昇格し「ホテルと料理の仕出し賄いマネジメント(Hotel and Catering 
Management)」コースを開設している。1967 年には英国のストラスクライド大学がス
コットランドホテル学部に「ホテルと料理の仕出し賄いマネジメント(Scottish Hotel 
































(7)「85 年の歴史と実績/東京 YMCA 国際ホテル専門学校」，『東京 YMCA 国際ホテル専門学校のホームペ
ージ』2020 年 2 月 18 日，https://hotel.ymsch.jp/about/trust.html。 
(8) 工藤泰子「我が国の観光教育機関についての史的研究－2 つの東京オリンピックと教育機関設立を中
心に－」，『日本国際観光学会論文集』22 号，2015 年３月，15 ページ。 
(9) 工藤泰子，前掲論文(注 8)，15 ページ。 
(10) 工藤泰子，前掲論文(注 8)，15 ページ。 
(11) 工藤泰子, 前掲論文(注 8)，15 ページ。 
(12) 「荒井会長年頭挨拶・立教観光クラブ」，『立教観光クラブニュース』92 号，2006 年 2 月号，2020
年 12 月 3 日，http://www.sp-kankoclub.net/previous/images/clubnews/clubnews92.pdf。 
(13) 工藤泰子，前掲論文(注 8)，16 ページ。 
(14) 前田勇「観光研究所半世紀の歩みとこれからの観光人材育成の課題を開催しました」『立教大学観光
研究所だより』14 号，2018 年春号，4 ページ。 
(15) 「観光マネジメント学科/学部・学科案内/横浜商科大学」、『横浜商科大学観光マネジメント学科ホー
ムページ』』，2020 年 3 月 27 日，https://www.shodai.ac.jp/department/tourism/。 
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しかしながら経済同友会が調査した 197 社のうち，従業員が 99 人以下の企業は 11
社の 5.6%に過ぎず，従業員が 100 人から 299 人の企業が 20 社の 10.2%で，その他は























る，旅行会社の社員数が 1000 人以上の大手の 2 社と 300 人～600 人の中堅の会社 2












































た。その主張の根拠として示されているのが図 3 の日本の観光系大学とアジア 3 か国












図 3 日本の観光系大学とアジア 3 か国の観光系大学のカリキュラム 4 分類比較 






出所: 田村寿浩「0925 観光庁資料・全国観るなび」2017 年，57 ページ，『観光先進国を目指 
































































































月 10 日，https://www.mlit.go.jp/common/001184157 と観光庁「Ⅱ観光人材育成に関す
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出所：観光庁「Ⅰ 観光人材育成に関する調査～企業編～」2017 年 2 月， 8 ページ. 2020 年
9 月 10 日，https://www.mlit.go.jp/common/001184157 と観光庁「Ⅱ 観光人材育成に





















































































































































































































比較して示したのが図 6 である。 
 









































































































































































出所：観光庁「Ⅰ 観光人材育成に関する調査～企業編～」2017 年 2 月， 8 ページ，『観光庁
ホームページ』2020 年 9 月 10 日，https://www.mlit.go.jp/common/001184157 と観光庁
「Ⅱ 観光人材育成に関する調査～大学編～」2017 年 2 月，13 ページ，『観光庁ホームペ
ージ』2020 年 9 月 10 日，https://www.mlit.go.jp/common/001184158.pdf。及び 
観光庁「Ⅱ 観光人材育成に関する調査～大学編～」2017 年 2 月，3 ページ，『観光庁ホ














































































し，必修化率を図として示している(図 7 を参照)。 
 
図 7 日米主要大学の観光関連学科専門科目の必修化率比較(2012 年度) 
注：観光系学部・学科として，コーネル大学は「ホテル・アドミニストレーション学科 B.S 学位
(Bachelor of Science or B.S in Hotel Administration)」，セントラルフロリダ大学は「ホス
ピタリティ・マネジメント学科 B.S 学位(B.S in Hospitality Management)」，ポールスミス
カレッジは「ホテルとリゾート及び観光マネジメント学 B.S 学位(B.S in Hotel， Resort 
and Tourism Management)」，東洋大学は「国際地域学部国際観光学科」当時のもので，そ
の後 2017 年度に「国際観光学部観光学科」に改組。玉川大学は「経営学部観光学科」当時
のもので，その後 2013 年に「観光学部観光学科」に改組。立教大学は「観光学部観光学科」。 
出所：根木良友，折戸晴雄「日米の観光関連学部を有する大学の比較調査によるインターンシッ
プを中心とした日本の観光教育の課題に関する考察」，『玉川大学観光学部紀要』第 1 号，
2013 年，75 ページ。 
 
図 7 にあるようにコーネル大学の「ホテル・アドミニストレーション学科」の学士課
程(B.S)の観光系学部・学科の必修化率 (卒業要件単位数 120 単位のうちの観光関連の































































光関連の必修科目の単位数合計は 30 単位で，必修化率は 24.2%であった。一方，立教
大学の観光関連の必修科目は「観光調査・研究法入門」と「観光概論」及び「観光
史」の 3 科目の 6 単位(各科目 2 単位)であった。そこで，2012 年度で，必修科目単位
数 6 単位が卒業要件の 124 単位に占める観光関連科目の必修化率は 4.8%であった。 
このように，根木，青木，折戸(2013)のデータは 2012 年当時のもので，8 年を経過
していて，かつ東洋大学と玉川大学は学部・学科名も変わり改組されているがプログ
ラムの変化が見えない。また，アメリカのコーネル大学，セントラルフロリダ大学及
びポールスミス大学のデータも 2020 年現在，約 7～8 年経過している。そのため，本
論文では，その後の日米の大学の変化を見るため，最近のデータとして 2020 年度の
データを基にアメリカの場合，コーネル大学，セントラルフロリダ大学，ポールスミ





したのが図 8 である。図 8 のアメリカの大学の観光関連学科の 2020 年度の観光関連科
目の必修化率と図 7 で示した 2012 年度と比較してみると，コーネル大学の必修化率は
どちらも 53.5%で変わっていない。必修科目も年次履修科目の HADM1650 の科目が
「マネジメントコミュニケーションⅠ(Management Communication Ⅰ)」(3 単位)が
2020 年度は HADM1650 の科目名として「ホスピタリティのビジネスライティング
(Business writing for Hospitality professionals)」(3 単位)と変わっただけで，他は変
わっていない。 
2020 年度のセントラルフロリダ大学とポールスミスカレッジのプログラムは，
2012 年度に比べてそれぞれ 48.3%から 50.8%，ポールスミスカレッジは 35.2%から
37.5%と観光関連科目の必修化率は上がっている。 
一方，2020 年度の日本の大学の観光系学部・学科の必修化率(図 8)と 2012 年度のも
の(図 7)と比較して見ると，2020 年度は立教大学と東洋大学及び玉川大学ともに必修化
率が減少している。例えば立教大学は 2012 年度で「観光調査・研究法入門」(2 単位)と
「観光史」(2 単位)，及び「観光概論」の 3 つの科目の，合計 3 科目の 6 単位が必修で















図 8 日米主要大学の観光関連学科専門科目の必修化率比較(2020 年度) 
 
注：ポールスミスカレッジの学科専門科目の必修化率 37.5%は「ホテルとリゾート及び観光マネ
ジメント学科 B.S.学位」の 2020－2021 年度用カタログにある卒業要件単位数(120 単位)に
占める学科専門科目の必修科目単位数(60 単位)から算出。 
セントラルフロリダ大学の学科専門科目の必修化率 48.4%は「ホスピタリティ・マネジメント学
科 B.S 学位の 2019-2020 年度用カタログにある卒業要件単位数(120 単位)に占める学科専門
科目の必修単位(61 単位)から算出。 
コーネル大学の学科専門科目の必修化率 53.3% は「ホテルとレストラン・アドミニストレーシ
ョン学科 B.S 学位の 2020 年度卒業要件単位数(120 単位)に占める学科専門の必修科目数(64
単位)から算出。 
ジョージ・メイソン大学の学科専門科目の必修化率 54.2%は「観光とイベントマネジメント学科
B.S 学位」の 2020 年度卒業要件単位数(120 単位)に占める学科専門科目の必修科目単位数(65
単位)から算出。 
ノーステキサス大学の学科専門科目の必修化率 57.5%は「ホスピタリティ・マネジメント学科
B.S.学位の 2020 年度卒業要件単位数(120 単位)に占める学科専門科目の必修科目単位数(69
単位)から算出。 
立教大学の学科専門科目の必修化率は「観光学部観光学科」の 2020 年度以降の入学者の卒業要
件単位数(124 単位)に占める学科専門科目の必修科目単位数(2 単位)から算出。 
東洋大学の学科専門科目の必修化率は「国際観光学部観光学科」の 2020 年度の入学者の卒業要
件単位数(124 単位)に占める学科専門科目の必修科目単位数(18 単位)から算出。 
























































































出所：アメリカの各大学のデータは各大学の HP の 2020―2021 年度版のカタログ内の“Degree 











いては，観光系学部。学科の 48 大学 52 学科のホームページから，アドミッション・
ポリシー及びディプロマ・ポリシーで観光人材育成または観光関連産業への就職につ
いて，記載があるかを調査した。その結果，観光人材育成について記述のある観光系


























(College Writing II)」(3 単位)，MATH1580「数学によ
る調査と応用(Survey of Mathematics with 
Applications)」(3 単位)，「創造的芸術(Creative 
Arts)」(3 単位)，「言語，哲学及び文化(Languages， 
Philosophy and Culture)」(3 単位)，HIST2610 1865
までのアメリカの歴史(U.S History to 1865)」(3 単
位)， HIST2620「1865 年からのアメリカの歴史)」(3
単位)，PSCI2305 「アメリカの政治的行動と政策(U.S 
Political Behavior and Policy)」(3 単位)，PSCI2306
「アメリカとテキサスの憲法と政府機関(U.S and 

























な労働力の管理(Managing a Diverse Workforce)」(3 単
位)，＊CMHT4790「ホスピタリティ・マネジメント業



















the Hospitality Industry)」(2 単位)，HMGT3250 「レ
ストランオペレーションⅠ(Restaurant Operations 
Ⅰ)」(3 単位)，HMGT3260「リゾートとクラブマネジ









Planning，  Equipment， Layout  & Design)」(3 単
位)， HMGT4860「ホスピタリティビジネス戦略
(Hospitality Business Strategies)」(3 単位)，
HMGT2280「ホスピタリティ会計Ⅰ-財務会計









礎(Management Foundations in the Hospitality 
Industry)」(3 単位)，HMGT3200「ホスピタリティ産
業法(Hospitality Industry Law)」(3 単位)，
HMGT3300「ホスピタリティ産業のマーケティングと
販売(Hospitality Industry Marketing & Sales)」(3 単
位)，HMGT3600「ホスピタリティ産業での人的資源管
理(Management of HR in the  Hospitality 
Industry) 」(3 単位)，HMGT4480「ホスピタリティ産
業の財務(Hospitality Industry Finance)」(3 単位)，
HMGT4600「ホスピタリティと観光での情報技術
(Information Technology in Hospitality & 










「生命と物質的科学(Life & Physical Sciences)」分野か
ら(6 単位)，「大学選択必修コース「Core Option 
Courses)」分野から(6 単位)，HMGT2800「国際旅行と
観光の基礎(Foundations of International Travel  & 
Tourism)」(3 単位)ないし HMGT2810 「国際的持
続可能な観光の入門(Introduction to International 



















注 1：CMHT*4790 の必修の「インターンシップ」(3 単位)はホスピタリティ・マネジメント学
科の関連職業団体で 800 時間のインターンシップが必要。  
注 2：科目番号 1000 番台は 1 年生向けの科目，2000 番台は 2 年生向け，3000 番台は 3 年生向
け，4000 番台は 4 年生向けの科目。  
出所：“University Core Curriculum: University Core Curriculum requirements，”University 
of North Texas 2020-2021 Undergraduate Catalog”，2020 年 9 月 10 日， 
http://catalog.unt.edu/content.php?catoid=23&navoid=2482，及び” Degree Requirement  
Sheet，College of Merchandising， Hospitality ＆Tourism， University of North Texas，  














































英語ⅠA (1 単位)， 英語ⅠB (1 単位)， 英語
ⅡA    (1 単位)， 英語ⅡB  (1 単位) から 4
単位の他，外国語(ドイツ語，フランス語，ロシ
ア語，スペイン語，中国語，韓国語各 1 単位)を
2 単位の合計 6 単位，又は英語ⅠA (1 単位)， 
英語ⅠB (1 単位)， 英語ⅡA  (1 単位) 英語
ⅡB  (1 単位) から 2 科目 2 単位プラス 1 外国






健康科学 A(講義)(2 単位)， 健康科学(実技)(1 単












観光と産業 (2 単位)， ビジネスマナー (3 単
位)，コミュニケーションとホスピタリティ(2 単
位)， 地域と交通 (2 単位)，フードビジネスと
ホスピタリティ(2 単位)， ビジネス実務総論 
(2 単位)， アジア文化とホスピタリティ (2 単
位)， リスクマネジメント (2 単位)， 接客英会



















ホスピタリティ入門セミナー (4 単位)， 
ホスピタリティ・セミナーⅠ (2 単位)，
ホスピタリティ・セミナーⅡ (2 単位)， 
ホスピタリティ・セミナーⅢ (2 単位)， 













目 ホスピタリティ・イングリッシュ (2 単
位)， 自己表現とコミュニケーション(2
単位)，国際コミュニケーション演習 I 
(2 単位)， ホスピタリティ心理学 (2 単
位)， ビジネス実務演習Ⅰ(2 単位)， 国
際コミュニケーション演習Ⅱ (2 単位)， 










基礎簿記Ⅰ(2 単位)， 基礎簿記Ⅱ (2 単
位)， 情報処理基礎 (2 単位)， 流通論入
門 (2 単位)， 会計学入門 (2 単位)， 経
営学入門 (2 単位)， 金融論入門 (2 単
位)， 情報処理応用 (2 単位)， 人工知能




位)，金融論Ⅰ(2 単位)， 金融論Ⅱ (2 単
位)， 経営史 (2 単位)， 保健論(2 単
位)， 中小企業論 (2 単位)， マーケッテ
ィング・リサーチ (2 単位)， 交通論(2 単





























務Ⅰ(4 単位)」の他の 18 科目(各 2 単位)，マネ








































出所：「学生便覧／熊本学園大学教務課：令和 2 年度 学生便覧」154‐155 ページ，『熊本学園





較すると，表 5 のノーステキサス大学は 1 科目 3 単位がほとんどであるのに対し，表
6 の熊本学園大学の方は 1 科目 2 単位がほとんどである。 
一般教養科目では表 5 のノーステキサス大学は 30 単位が必修であるのに対し，表 6
の熊本学園大学の方の必修科目はゼロで選択必修科目の 20 単位となっている。一般教






次に両大学の学科の専門科目を表 5 と表 6 で比較してみると，表 5 のノーステキサ
ス大学の場合，学部必修科目の 12 単位と学科必修科目 57 単位の合計 69 単位が必修で
ある。これに対して表 6 の熊本学園大学の場合，学部・学科の必修は「卒論セミナー」
の 6 単位だけに過ぎない。熊本学園大学の場合，学部・学科の専門科目は表 6 にあるよ
うに，「基礎科目」の 16 単位と「専門基礎科目」の 28 単位，「インターンシップ」の
12 単位の合計 56 単位が「選択必修」となっている。また表 5 のノーステキサス大学の
インターンシップの 3 単位は，必修としてホスピタリティ関連産業で 800 時間(週 40 時
間だと 5 ヶ月)の*CMHT4790 の「ホスピタリティ・マネジメント業界でのインターン
シップ(Internship in Hospitality Management)が卒業要件とされている。 
ノーステキサス大学と熊本学園大学のホスピタリティ・マネジメント学科の専門科目















単位として認定している大学の割合は，2018 年度に約 7 割の 72.9%でこれは 1997 年
に比べると約 5 倍となっている(87)。しかしながら，実際にインターンシップに参加し
た学生の割合は 2.6%とかなり少ない(88)。また，大学を通さずに学生個人が，企業が進


























































1 単位 2-4 週間 無給 奨励しない 
観光インター
ンシップ B 







2 単位 3-4 週間 無給 奨励しない 
インターンシ
ップⅡ 






2 単位 2-4 週間 無給 奨励しない 
インターンシ
ップ B 
2 単位 2-4 週間 無給 奨励しない 
インターンシ
ップ C 




































注 1．東洋大学は 2001 年に国際地域学部国際観光学科を開設， その後 2017 年に国際観光学部
国際観光学科に改組。 










シップの期間が日本の大学の場合 2～4 週間の約 1 か月以内であるのに対して，アメリ
43 
 






















































































































































2～4 週間 無給 














2～4 週間 無給 









































































































800 時間 有給 
出所 :「立教大学観光学部・観光学研究科 履修要項・教務関連日程:2020 年度以降入学者」，
『立教大学ホームページ 』」2020 年 9 月 10 日， 
https://spirit.rikkyo.ac.jp/academic_affairs/SiteAssets/yoko/file/kanko/2020/top/gakub
u/Kanko_2020-.pdf 




「for entry in 2020 履修ガイド」，『玉川大学ホームページ』2020 年 9 月 10 日， 
https://www.tamagawa.ac.jp/student_guidebook/2020/pdf/01/courses.pdf 
「学生便覧/熊本学園大学教務課:令和 2 年度 学生便覧」，『熊本学園大学ホームページ』2020
年 9 月 10 日，https://my.ebook5.net/kgu_eb/binran_r2/， 
“Cornell University "Practice Credit Requirements and Guidelines∥Cornel University”，
『コーネル大学ホームページ』 2020 年 9 月 10 日，   
https://busincss.cOmell.edu/about/reacuvation/ 
“University of central Florida "2019‐2020 Undergraduate Catalog， Hospitality 
Management” 『セントラルフロリダ大学ホームページ』2020 年 9 月 10 日， 
https://catalog.ucf.edu/preview_program.php?catoid=14&poid=6504&returnto=1175 
“Paul Smith Catalog 2020‐2021”『ポールスミスカレッジホームページ』，2020 年 9 月 10
日，https://www.course-catalog.com/paulsmiths/C/2020-2021 
”TOUR 241 HTEM Practicum and TOUR490 HTEM Internship”，『ジョージ・メイソン大
学ホームページ』 2020 年 9 月 10 日，https://catalog.edu/course-search/。 
“Practicum and Internship Experiences，“『ノーステキサス大学ホームページ』2020 年 9 月
10 日，https://srtm.gmu.edu/tourism-and-events-management/practicum-and-
internship-experiences/ 









戸(2013)が 2012 年に示した，観光系学部・学科のインターンシップの期間は，全て 1








「観光インターンシップ A・B」1 単位に加えて，3 年生を対象とした「経団連インタ











し，AO 入試でこのコースに入学した学生は 1 年次から実質的に必修扱いとなり， 1 年
次前期から観光プロフェッショナルコース以外の学科の学生は 1 年次後期ないし 2 年
次前期から，選択必修でこのコースを履修できる制度となっている(95)。 
玉川大学は 2013 年に経営学部観光経営学科から観光学部観光学科に改組している
が，2020 年度のインターンシッププログラムは 2012 年度のインターンシップ A・
B・C(各 2 単位)の選択科目からインターンシップ A・B(各 2 単位)の必修科目に変わっ
ている。なお，観光学部観光学科の留学制度のプログラムで留学して，留学による学




は選択必修で，2 年次の後期ないし 3 年次の前期の学期中に，月曜日を除く火曜～金
曜の間に行う 3 か月間の長期インターンシップとなっている。なお，このインターン








き 1 日間だけのものが 2016 年度の 4 割の 39.6%から 2019 年度は約 6 割の 61.1%
と，増えている(98)。逆に，3 日以上 1 週間未満のインターンシップは 2016 年度の
27.5%から 2019 年度は 18.8%へと減少していて，1 か月以上 3 か月未満は 2019 年度
で 0.9%に過ぎない(99)。同じ，株式会社リクルートキャリアみらい研究所調査で 2020
年 3 月に大学を卒業した学生では 1 日だけのインターンシップに参加した割合は 7 割
の 70.4%，1 か月以上～3 か月未満は 2.3%，3 か月以上の 2.9%で，両方を足した 1 か
月以上の長期インターンシップに参加した学生は 5.3%に過ぎなかった(100)。 
一方，アメリカの主要大学のコーネル大学，セントラルフロリダ大学，及びポール
スミスカレッジのインターンシッププログラムを，2012 年度と 2020 年度を比較して
みると，表 7 と表 8 にあるようにプログラムの内容には大きな変化は見られず，いず
れも必修科目で有給が主流の 1 か月以上の長期インターンシップとなっている。 
アメリカの主要大学の観光系学部・学科のインターンシッププログラムの 2012 年
度と 2020 年度で，変化を表 7 と表 8 で個別に見てみると，まずコーネル大学のホテ
ル・アドミニストレーション学部ホテルとレストラン・アドミニストレーション学科
のインターンシッププログラムは 2 単位科目で 800 時間(週 40 時間の計算で 5 か月)の
有給ないし無給となっていて，2012 年度(表 7)と 2020 年度(表 8)の間に変化はない。 
コーネル大学のインターンシップに参加するにはいくつかの条件が課されている。
条件①は，最低 1 学期は学内にあるスタットラーホテルにて働いた経験があること，
条件②はインターンシップとして同じ職場で 2 単位(800 時間)を取得する場合，仕事の
内容はかなり異なるものでなければならない。条件③はインターンシップの実習中
は，学業成績は GPA で 2.5 以上を維持することである(101)。 
セントラルフロリダ大学の「ホスピタリティ・マネジメント学科」のインターンシ




各 1 単位となっていて，3～4 年次の学生を対象に，各 3 か月の 3 回のインターンシッ
プの合計 9 か月間を有給で行うこととしている。 










観光マネジメント学科」のインターンシッププログラムは 2012 年度(表 7)と 2020 年度
(表 8)でほとんど変わりない。インターンシップの科目名だけが，2012 年度は根木，青
木，折戸(2013)のデータで「Integrated General Education」となっていたのが，2020
年度は「Work Experience」と変わっているが就業時間の 800 時間は同じである(表 7
と表 8 を参照)。このインターンシップ科目は，単位付与のない必修科目でインターン





グラムは，表 8 にあるように 2 つのインターンシップ(企業実習)を必修科目として履
修する必要がある。 
1 つの初級実習(インターンシップ)科目(HTEM Internship の科目番号 TOUR241)
の方は，表 8 にあるように 3 単位科目で 2 年次の実施を推薦している。これは 120 時
間のインターンシップで有給ないし無給で行うとしている(104)。尚，アメリカでは有
給のインターンシップは通常 400 時間以上と考えられていて，そのため，この初級実
習の方は 3 単位科目で 2 年次を想定した 120 時間のインターンシップで有給ないし無
給となっている。 
もう一つの「インターンシップ科目(HTEM Internship の科目番号 TOUR490)は表






マネジメント学科のインターンシッププログラムは表 8 にあるように，4 年次の学生を













験を経た上で，さらに 300 時間，合計で 800 時間のインターンシップが卒業要件とな
っている(109)。また，学生が秋と春の学期中にインターンシップを行う場合は，学業









大学のホテル・アドミニストレーション学部の学生の 2019 年度の就職先を図 9 で示
した。図 9 にあるようにコーネル大学ホテル・アドミニストレーション学部の 2019
年度の学部生の就職先はホスピタリティ，料飲オペレーションが約 3 割の 29%で，不
動産業の 25%のこれら 2 つの業種で 5 割を超え，これに金融サービス業の 17%とコン
サルティングの 11%を入れると 8 割を超える業種に就職している。 
ちなみに，2019 年にこのプログラムを卒業した卒業生 223 人の平均初任給は基本給
で年収 65,428 ドルとボーナスの年収平均 7,374 ドルの両方の合計年収 72,802 ドル(日




























第 3 節 先行研究による観光系学部・学科学生の要因 
 
観光庁の 2016 年度の調査によると，全国 58 の大学の観光系学部・学科コースで学
ぶ，学生の就職希望者と就職者数は，各学部・学科の大学の就職希望者が平均 89.3 人
ホスピタリテイ、料飲オぺレーション


















に対して実際に就職した就職者数(平均)は 84.1 人で就職率は 94.2%であった(112)。そ
のうち，観光業(観光関連産業)に就職した学生は平均 19.6 人で観光業への就職率は
23.3%であった(113)。一方，「就職活動に観光関連産業を第一志望とする」学生の割合
は 40%未満が 43.1%で，50%未満では 63.8%に上り，大半の学生は観光関連産業への


























11 月の時点で全国の観光系学部・学科を持つ 37 大学の 40 学科のうち，国立の山口大
学，琉球大学，和歌山大学の 3 校と公立大学である高崎経済大学，奈良県立大学の 2
校を除く，残りの私立大学の観光系学部の偏差値について，某予備校のデータを基に
偏差値の分布を示している。遠藤竜馬(2013)は全国の私立大学の観光系学部・学科へ
























学の事例を通して，アメリカの大学の 1 科目は 4 単位が一般的であるとし，中には 6
単位もあるとしている(128)。これだと 1 科目の履修を途中で取りやめ，履修を放棄し




数は 4～5 科目で，多くても 6 科目程度であり，このくらいだと 1 つの科目に文献を
読む予習を 2 つ課しても学生はこなせる範囲となっているとする(130)。一方，日本の
大学の場合，1 科目の単位数は 2 単位が多く，中には 1 単位のものもある。そこで，
学生は「ちょっと単位をとれそうにない」と感じた科目を途中で履修を止めたとして
も影響は大きくないと指摘する(131)。そのため日本の大学生は通常，1 学期に欧米の倍









は，1 学期に 1 日に 4 つの科目を取り週 5 日で合計 20 コマ(コマは授業科目のひとつの
区切り)を履修に入れるなど「学修可能な限界を上回る履修登録をしがちであった(133)。 
そのため文部科学省は 1999 年に日本の各大学に対して，1 年間または 1 学期に学生
が登録できる単位数の上限を設けるように促した。ちなみに観光系学部・学科の例で
は，現在，立教大学観光学部の履修登録の上限 (キャップ)は，1 年～4 年次の通年で
44 単位，かつ学期ごとの上限を 33 単位としている(134)。 
東洋大学国際観光学部の例では，履修登録の上限は年次ごとに 1 年次が年間 44 単
位(春と秋の学期ごとに 22 単位)，2 年次が年間 48 単位(春と秋の学期ごとに 24 単
位)，3 年次が年間 48 単位(春と秋の学期ごとに 24 単位)，4 年次が年間 48 単位(春と
秋の学期ごとに 24 単位)と，登録する単位数の上限を設定している(135)。 
熊本学園大学商学部ホスピタリティ・マネジメント学科の例では，履修登録の上限は
1 年～4 年次の通年で年間 48 単位，かつ学期ごとの上限は 30 単位としている(136)。立
教大学や東洋大学及び熊本学園大学の例でみると，学生の学期毎の履修可能な科目数の
11～12 科目(学期毎の単位数 22～24 単位÷2 単位＝11～12 科目)は，苅谷，吉見(2020)
が指摘するアメリカの大学の通常 1 学期に履修する 5～6 科目の履修と単純に比較する
と，アメリカの大学の約 2 倍の科目を 1 学期に履修できることになる。 
一方，玉川大学観光学部観光学科の履修登録例では，履修登録の上限は各学期 16 単
位，年間で 32 単位となっている。また，学期の成績が GPA で 3.2 以上の成績優秀者
は， 各学期 18 単位を上限に制限されている(137)。 
このように，日本の主要大学の観光系学部・学科の学期毎の履修登録の上限の制限
がアメリカの大学に近いのは玉川大学の観光学部観光学科の各学期の 16 単位～18 単
位(年間 32～36 単位)である。科目数ではアメリカの大学の 5～6 科目に対し 8～9 科目
(16 単位÷2＝8 科目ないし 18 単位÷2 単位＝9 科目)となる。 
尚，アメリカの大学の観光系学部・学科の 1 科目の単位数は 3 単位が主であった。
また，アメリカの大学は，正規の学生として登録する場合は，毎学期最低 12 単位を履
修する必要があるが，4 年間で卒業を目指す場合は，ジョージ・メイソン大学のカタ










表 9 コーネル大学の学士課程「ホテル・レストランアドミニストレーション(B.S.in 

























HADM1150「組織行動とリーダーシップスキル    





HADM1210「財務会計(Financial Accounting)」 3 
HADM1350「ホテルオペレーション入門
(Introduction to Hotel Operation)」 
3 
HADM1360「フードサービスオペレーション入門     
(Introduction to Food Service Operations)」 
3
HADM1410「サービス産業の微視的経済学
(Microeconomics for Service Industry)」 
3 
HADM1650「ホスピタリティのプロのためのビジネ
















HADM2210「管理会計(Managerial Accounting)」 3 
HADM2210「財務(Finance)」 3 
HADM2360「フードサービスマネジメント，理論と




ント(Marketing Management for Services)」 
3 
HADM2550「ホスピタリティ開発とプランニング











































注：卒業要件には上記 120 単位の他， ホスピタリティ関連企業で有給ないし無給の 2 単位
(800 時間)のインターンシップ(Practice Credit)が必修。 
出所：“Degree Programs-Cornell University，Course Requirements for Bachelor of Science 
Degree; B.S. Hotel and Restaurant Administration，Courses of Study 2020-2021"， 
2020 年 9 月 10 日， 
https://courses.cornell.edu/content.php?catoid=41&navoid=11595 及び 
”Core Courses，Cornell University， The Hotel School Cornell SC Johnson College of  





科では，1 年次の履修単位 30 単位のうち 24 単位が必修科目がとなっている。選択科
目は 6 単位に過ぎず，学生は 8 割の必修科目を履修することになっている。科目数で
は，1 科目 3 単位となっており，1 年次は 10 科目履修の内，8 科目が必修科目となっ
ている。2 年次も同じく履修すべき 30 単位のうち選択科目は 8 単位のみで，残りの
22 単位は必修科目であり必修科目の比率は 7 割となっている。3 年次も 30 単位履修
のうち 18 単位が必修科目で必修化率は 6 割となっている。 
4 年次のみが必修科目は 3 単位のみであるが選択科目が 27 単位で合計 30 単位を履
修することになっている。4 年次の場合はその点，上記にある卒業要件表の 120 単位










また，2018 年に JTB 総合研究所は「観光系大学実務家教員の実態に関する調査結
果概要」を公表している。調査対象となった実務教員は 149 人で，回答者は男性が
74.0%を占め，年代は 50 代以上が 80.0%，職階は教授職 60.0%，准教授職 21.6%，講
師他が 17.8%であった(141)。実務教員の出身は旅行業 43.6%，航空運輸業 11.4%，宿
56 
 
泊業 10.7%であった(142)。教員の取得学位は博士 21.3%，修士 36.9%，学士 40.4%で
あったが，7 割の学科が実務教員数は 1～5 名であると答えている(143)。これらの実務
教員数を人文・社会学系の文部省の大学設置基準の収容定員(400－800 人)の専任教員
数は 14 人必要となっているため，実務教員数の割合は約 3 分の 1 となる。2005 年の
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では資本金が 3 億円以上で従業員が 300 人以上とされている(147)。 また同法で，旅行
業が所属する「サービス業」の大企業の定義は資本金が 5000 万円以上で，従業員数が
100 人以上となっている(148)。一方，ホテルを含む旅行業などの中小企業の定義は，資
本金が 5000 万円以下または授業員は 200 人以下となっている(149)。 
表 10 で，業種別にその規模を見ると，交通運輸業で過去に大卒採用で観光系学部・
学科から採用経験「あり」の 2 社は資本金が 444 億 8200 万円(平均)，従業員数が
2,607 人(平均)である。この交通運輸業の 2 社はいずれも運輸業の大企業の定義の資本
金である 3 億円以上で従業員が 300 人以上となっており，大企業である。一方，交通
運輸業で観光系学部・学科から採用経験のない 9 社の資本金の平均額が 13 億 2200 万








































あり 2 平均値 2,607 44,482 307,753 10.3 0.2 
なし 9 平均値 1,532 1,322 63,947 8.4 N/A 
合計 11 平均値 1,728 9,954 112,708 8.7 0.2 
宿泊業 
   
あり 4 平均値 746 2,246 23,683 22.2 0.86 
なし 8 平均値 532 1,551 25,631 15.5 N/A 




あり 15 平均値 847 486 85,526 33.2 1.98 
なし 6 平均値 83 45 942 4.5 N/A 
合計 21 平均値 604 346 57,331 28.8 1.98 
合計  44 平均値 896 2,909 63,167 19 1.6 
注：n=44 社。資本金は 2015 年 3 月末，売上高は 2013-15 年度の年度平均額(単位は百万円)。






の交通運輸業の採用で，大卒の年平均採用者数が約 10 人(年平均で 10.3 人)である。
そのうち，観光系学部・学科からの採用は 0.2 人とゼロに近い数となっている。この
0.2 人の数は年によっては採用がなかったこと意味している。一方，観光系学部・学科
からの採用経験のない，交通運輸業 9 社の年平均の採用人数は 8.4 人であるが，観光
系学部・学科からの平均採用人数は該当なし(N/A)となる。 
次に表 10 で宿泊業の規模を見ると，過去に観光系学部・学科から採用経験「あり」
の 4 社は資本金が 22 億 4600 万円，従業員が平均 746 人である。こちらは，旅行業の
定義から，資本金が 5000 万円以下，または従業員 200 人以下は中小企業なので，そ
れを，いずれも超えており大企業である。一方，観光系学部・学科からの採用経験が
「なし」の宿泊業の 8 社の資本金は平均 15 億 5100 万円，従業員数の平均が 532 人で








運輸業の年平均採用数の約 10 人(10.3 人)の約 2 倍である。しかしながら，観光系学部・
学科からの大卒年平均採用者数は 22.2 人ある中で 0.86 人であり，観光系学部・学科か
ら採用経験のある宿泊業といえども，1 人弱と極端に少ないことが判明した。尚，観光
系学部・学科から採用経験のない中小の宿泊業 8 社の年平均の大卒採用者は 8.4 人であ
るが，観光系学部・学科からの採用については平均採用人数で該当なし(N/A)となる。 
続いて，表 10 で，旅行会社の規模について，旅行会社で過去に観光系学部・学科か
ら採用経験がある 15 社の平均の資本金は 4 億 8,600 万円，従業員数の平均は 847 人
である。これらの旅行会社 15 社は資本金が 5,000 万円以上，従業員数が 100 人以上
であり，大企業である。一方，これまで過去に観光系学部・学科の新卒者を採用経験
のない旅行会社の 6 社は資本金の平均が 4,500 万円で，従業員数(平均)は 83 人であ
る。従って，こちらは「中小企業基本法」の「サービス業」でいう大企業の定義であ
る 5,000 万円以上で，従業員数が 100 人以上ではなく，中小企業に属する。 
表 10 で旅行会社の観光系学部・学科からの採用状況を見ると，採用経験のある大手
の旅行会社の大卒の年平均の採用人数が 33.2 人である。この年間の大卒の採用者数の
約 33 人は観光関連産業の 3 業種のなかで年平均の採用者数では一番多い。しかしなが
ら，観光系学部・学科の新卒採用のある大手の旅行会社による学卒者の年平均の採用者













では新卒採用者年平均人数 10.3 人の中で年平均 0.2 人，宿泊業では新卒採用者年平均
64 
 
人数約 22 人の中で年平均約 1 人，旅行会社では新卒採用者年平均人数約 33 人の中の




で 2%(1.94)，宿泊業で約 4%(3.87)，旅行会社で約 6%(5.96)と実績を見ると採用への
ハードルは経験を通して，かなり高いことが判明した。 
次に，観光系学部・学科の学生からの観光関連産業の新卒者の優先採用に関して，設




問への回答は 5 段階評価の「優先する」の 5 から「優先しない」の 1 までで行った。
5 段階評価の結果を観光系学部・学科から過去に採用経験が「あり」，「なし」の区
分で，まとめたのが表 11 である。 
 






あり 2 3.00(0.00) 
なし 9 2.71(0.50) 
宿泊業 
あり 4 3.25(0.50) 
なし 8 3.00(0.00) 
旅行会社 
あり 15 3.23(0.73) 
なし 6 2.33(2.31) 
合計  44 社 3.00(0.87) 
注：n=44 社。質問への回答は 5～1 の 5=「優先する」，1＝「優先しない」の 5 段階評価(リッ
カート尺度)で行った。数値は平均値で(  )の中の数値は標準偏差である。 
出所：アンケートを基に著者が作成。 
 
表 11 にあるように，観光関連産業 44 社の全体による観光系学部・学科からの優先
採用の 5 段階評価の平均値はニュートラルな評価の 3.00 である。業種別では，交通運
輸業で過去に観光系学部・学科から採用経験のある 2 社の回答はニュートラル値の評
価の 3.00 であった。観光系学部・学科から採用経験のない交通運輸業の 9 社の評価
は，優先採用をしないとする側の評価の 2.71 であった。 
宿泊業では，過去に観光系学部・学科から採用経験のある 4 社は観光系学部・学科
からの優先採用をやや肯定する側の 3.25 になっている。一方，宿泊業で観光系学部・




採用を，やや「優先採用する」に近い側の 5 段階評価の 3.23 であった。一方，観光系
学部・学科から採用経験のない 6 社による評価は「優先採用しない」側にかなり近い
2.33 であった。 
結果として，表 11 より，仮設 1 の副問(1)の「観光関連産業は採用先として観光系
学部・学科の新卒学卒者を優先採用するか」への答えは，観光関連産業全体(44 社の
合計)としては優先採用を肯定も否定もしない，5 段階評価でニュートラルな評価
(3.00)であった。   
しかしながら，業種別では，宿泊業と旅行会社では，過去に観光系学部・学科から








の 3.00 の評価であった。 
次に観光関連産業が即戦力を採用するとき，優先採用の形態として「中途採用
者」，「観光関連の専修・専門学校の新卒者」，「観光系学部・学科の新卒者」及び
「一般の大学新卒者を採用するか」について，質問 15(附録Ⅰの質問 15 参照)で聞い
た。その回答の結果を観光関連産業の業種別かつ，観光系学部・学科から採用経験が































あり 2 平均値 3.00(0.00) 4.50(0.71) 3.50(0.71) 
なし 9 平均値 3.13(0.99) 3.89(0.93) 3.00(0.76) 
合計 11 平均値 3.10(0.88) 4.00(0.89) 3.10(0.74) 
宿泊業 
あり 4 平均値 3.50(1.73) 4.50(0.58) 4.50(0.58) 
なし 8 平均値 3.00(0.58) 3.71(0.76) 3.14(0.38) 




あり 15 平均値 2.60(1.12) 4.07(0.96) 4.40(0.63) 
なし 6 平均値 3.60(0.55) 3.40(0.55) 3.00(0.00) 
合計 21 平均値 2.85(1.09) 3.90(0.91) 4.00(0.84) 
合計 
あり 21 平均値 2.81(1.13) 4.19(0.86) 4.33(0.63) 
なし 23 平均値 3.21(0.73) 3.70(0.77) 3.05(0.43) 
合計 44 平均値 3.02(1.01) 3.91(0.86) 3.68(0.81) 






経験のある中途採用者を優先採用するとの 5 段階評価が 4.33 と一番高く，次が新卒学
卒者の 4.29 で，最後が観光系学部・学科からの新卒者の 2.81 であった。ただし，この
観光系学部・学科からの新卒者の評価の 2.81 は，即戦力としては採用しない方の評価
である。業種別では交通運輸業の場合， 過去に観光系学部・学科卒の採用で「あり」


















(5 段階評価の 3.70)であり，次が観光系学部・学科からの新卒者を採用(3.21 の評価)
で，最後が観光関連産業に就業経験のある中途採用者を採用(ニュートラルに近い 3.05
の評価)であった。 
表 12 の業種別では交通運輸業の場合， 過去に観光系学部・学科卒の採用で「な
し」と答えた 9 社では，即戦力採用の優先順位として，1 番目が新卒学卒者からの採














部・学科からの即戦力の採用の順位は最後の 3 番目であった。 
また，表 12 の旅行会社の場合，過去に観光系学部・学科からの採用経験で「なし」
と答えた旅行会社 6 社では，即戦力採用の優先順位の 1 番目が観光系学部・学科から






















をまとめたのが表 13 である。 
 





























あり 20 平均値 80.0% 75.0% 75.0% 65.0% 40.0% 35.0% 
なし 24 平均値 83.3% 75.0% 62.5% 58.3% 58.3% 29.2% 











用経験ありの企業の 65.0%，採用経験なしの企業の 58.3%が重視) であった。 
この結果は前述(図 6)の観光庁の 2017 年のデ－タを基にした項目と，観光関連産業
の企業が重視する項目とほとんど同じ結果となっている。即ち，図 6 の観光業界側が
考える学生に身に着けたいスキル(技能)，能力で一番比率の高かった「礼儀：身だし
なみのマナー」を表 13 の「一般常識」に当てはめると，両方の図 6 と表 13 の項目と
も 2 番目が，「コミュニケーション力」で，図 6 の「電話応対マナー」や「実行力」も
表 13 の 3 番目に企業が重視する「社会人基礎力」と置き換えられる。 

























の内容は附録の質問 10 を参照)。 
 




























あり 19 平均値 4.79 4.26 4.21 4.05 3.84 3.79 
標準偏差値 (0.54) (0.73) (0.63) (0.85) (1.07) (0.71) 
なし 21 平均値 4.62 3.90 3.71 3.81 3.90 3.38 
標準偏差値 (0.50) (0.77) (0.72) (0.94) (0.89) (0.67) 
合計 40 平均値 4.70 4.08 3.95 3.93 3.88 3.58 
標準偏差値 (0.52) (0.76) (0.71) (0.89) (0.97) (0.71) 
注：n=40 社。数値は 5 段階(リッカート尺度)評価：5＝重視した，1＝重視しない，による平均
値。(   )内の数値は標準偏差。 
出所：アンケートを基に著者が作成。 
 




ら」(重視度の 5 段階評価で 4.79)，②「社会人基礎力」(4.26)，③「成長可能性」
(4.21)，④「応募動機」(4.05)，⑤「長期就労の可能性」(3.84)，⑥「学生時代の経
験」(3.79)となり，これらは，いずれも重視度が 5 段階評価で 3.5 以上であった。一
方，観光系学部・学科から採用経験が「なし」の 21 社の場合，重視度の高い順に①
「ひとがら」(4.62)，続いて②「社会人基礎力」(3.90)と②「長期就労の可能性」














アンケート調査をした。その結果をまとめたのが表 15 である。 
 






























あり 2 平均値 3.00(0.00) 3.00(0.00) 2.00(1.41) 
なし 9 平均値 N/A N/A 1.71(0.76) 
宿泊業 あり 4 平均値 2.75(0.50) 3.00(0.00) 3.25(0.50) 
なし 8 平均値 N/A N/A 2.00(1.27) 
旅行業(旅
行会社) 
あり 15 平均値 3.00(0.41) 3.23(0.60) 2.86(1.17) 
なし 6 平均値 N/A N/A 2.20(1.64) 




表 15 にあるように，採用経験のある観光関連産業全体(44 社)による観光系学部・学
科の学卒者の「社会人基礎力」の 5 段階評価は 2.96 でニュートラル値の 3.00 を下回
っていて，評価されているとは言えない。「ホスピタリティ力」は，観光関連産業全体
ではニュートラル値を若干上回る 3.11 であった。表 15 から，観光関連産業の個別の
業種では，交通運輸業の場合を見ると，過去に観光関連産業から採用のある交通運輸
業では，観光系学部・学生の「社会人基礎力」と「ホスピタリティ力」は，いずれも
5 段階評価の 3.0 で「何とも言えない」のニュートラルな評価であった。 
一方，観光系学部・学科の「教育内容を知っている」について交通運輸業では，過





























通運輸業及び宿泊業で 3.00 のニュートラルな数値が並んだ。 
過去に観光系学部・学科から採用経験のない企業による観光系学部・学科の「教育
内容を知っている」は観光系学部・学科の学生の「社会人基礎力」と「ホスピタリテ
ィ力」の評価は採用経験がない N/A である。 
過去に観光系学部・学科から採用経験のない旅行会社による，観光系学部・学科で「教















従業員数？資本金額？中小企業との違い…ホームページ』  2020 年 10 月 10 日，
https://kigyolog.com/article.php?id=933。 
(148) 前掲論文(注 147)。 
























ートを基に観光関連産業のインターンシップに関する仮説 5 の検証をおこなった。 
 
第 1 節 新卒学生と観光関連産業の人事・採用担当者へのアンケート調査と仮説























①航空業 3 763.8 
②交通運輸業 21 688.5 
③旅行業(旅行会社) 7 636.3 
④宿泊業 7 617.7 
観光関連産業(①～④)の平均 38 676.6 
観光関連産業より上位業種 24 757.4 









120 社 24 業種が含まれ，「下位業種」はコンビニ，外食，スーパー，ドラックストアー
業種で 18 社 4 業種が含まれている。 
出所：『就職四季報 総合版 2020 年版』東洋経済新報社，2018 年，42~72 ページ。 
  




業の待遇を年収でみると，観光関連産業の年収 676 万 6 千円(平均)は全産業の平均 724




る。ただし，観光関連産業でも，航空業の年収の 763 万 8 千円は全産業平均の年収の












注：n=472 人。No15 の「その他の人文系学科」の 81 人は比較文化学科，人間科学学科，文芸




界の就職セミナー(2017)」に参加した 472 人(男性 112 人，女性 360 人)であった(153)。表
17 では，これらの学生の所属学科と観光関連産業への就職希望割合を男性と女性学生
の比率で示した。尚，男女共平均年齢は 21.1 歳で，学生の所属する大学は 147 大学 152
学科であった(154)。 
表 17 にあるように，セミナーに参加した学生数で，上位 3 位の学科は，1 位が観光
系学部・学科の 119 人，2 位が語学系学科の 69 人，3 位が経営系学科の 48 人であっ
た。観光関連産業へ就職したいと決めた時期については，観光系学部・学科の学生は男
女の学生共に 81%が大学入学前に決めていた(表 17 参照)。この他，経済系学科の女子
学生 11 人中の 82%や，法学系学科の女子学生の 9 人の中の 80%が入学前に観光関連産
業への就職を希望していたことが分かった。 
尚，これらのセミナーに参加の学生への質問(附録Ⅱの質問 3)で希望する職業を聞い
た結果，希望する職業・職種の 1 位は航空業界の 83 人で全体の 17.6%，2 位がホテル
の 69 人で全体の 14.6%，3 位が旅行会社の 66 人で，全体の 14.0%，4 位～5 位が添乗
















男性 女性 男性 女性 
1 観光系学部・学科 119 26 93 96% 95% 81% 81% 
2 語学系学科 69 11 58 100% 98% 50% 67% 
3 経営系学科 48 15 33 100% 94% 60% 79% 
4 国際系学科 28 6 22 100% 91% 33% 65% 
5 社会学系学科 22 4 18 100% 72% 50% 50% 
6 政策系学科 18 4 14 100% 100% 50% 71% 
7 経済系学科 15 4 11 100% 100% 50% 82% 
8 商学系学科 13 4 9 75% 100% 25% 44% 
9 情報系学科 12 3 9 67% 100% 33% 44% 
10 法学系学科 12 3 9 100% 100% 67% 80% 
11 文系学科以外 12 2 10 100% 90% 33% 40% 
12 教育系学科 9 3 6 100% 100% 33% 17% 
13 心理系学科 5 2 3 100% 33% 50% 0% 
14 芸術系学科 4 1 3 100% 67% 0% 0% 
15 その他の人文系学科 81 21 60 95% 93% 45% 49% 
16 文系学科以外 5 3 2 100% 100% 0% 50% 
17 合計 472 112 360 96% 94% 54% 65% 
76 
 
であった(155)。一方，観光系学部・学科の学生の 38 人(119 人中の有効回答 38 人)は 1
位が航空業界の 11 人で全体の 28.9%，2 位が旅行会社の 7 人で全体の 18.4%，3 位が





に示したのが表 18 である。 
 












3.23(1.41) 3.51(1.18) 3.55(1.32) 




生が答える 5 段階評価によるアンケート調査の結果である。5 段階評価の数値は 5＝「そ
の通りだ」，4＝「どちらかというとそうだ」，3＝「何とも言えない」，2＝「どちらかとい





業以外の職業にも興味あり」とした 5 段階評価で 4 の「どちらかというとそう思う」に
近い数値を示したのは「その他学科生」の 3.55 で，次が「語学系学科生」の 3.51，「観





段階評価は表 18 から，いずれの 3 学科系の学生も 5 段階評価が 1.62 から 1.80 と「ど
ちらかというとそう思わない」の 2 に近く，「観光関連産業には進まない」を否定して







の男女別に図で示し，比較したのが図 10 である。 
 










た学生を男女でみると，語学系学科は女性が 3.57，男性は 3.18 で，その他の学科の学
生は女性が 3.63，男性は 3.19 であり，語学系学科の学生とその他の学科の学生は女性
の方が他の職業にも興味を示している。一方，観光系学部・学科の学生の方は男性の評










































三学科別に示したのが表 19 である。 
 












2.10(0.98) 2.53(0.94) 2.43(0.90) 
観光関連産業は長期休暇が
取りやすいと思う 




生が答える 5 段階評価によるアンケート調査の結果である。5 段階評価の数値は 5＝「その
通りだ」，4＝「どちらかというとそうだ」，3＝「何とも言えない」，2＝「どちらかというと





段階評価での 2.10～2.53 である。なかでも，観光系学部・学科の学生の 5 段階評価は



















表 20 学生による観光関連産業の職業イメージについての三分類学科別による比較 
質問
区分 
学科分類 観光系学部・学科生 語学系学科生 その他の学科生 















4.79(0.47) 4.75(0.44) 4.82(0.45) 
地域振興をする力があ
ると思う 
4.78(0.48) 4.80(0.41) 4.74(0.55) 
「ありがとう」と言わ
れる仕事である 
4.74(0.46) 4.64(0.60) 4.71(0.58) 
働き甲斐があると思う 4.65(0.56) 4.61(0.58) 4.60(0.57) 
人脈が広がると思う 4.61(0.57) 4.51(0.64) 4.43(0.75) 
国際的な仕事だと思う 4.50(0.68) 4.70(0.46) 4.63(0.58) 
色々な所に行けると思
う 




た。各項目について学生が答える 5 段階評価によるアンケート調査の結果である。5 段階
評価の数値は 5＝「その通りだ」，4＝「どちらかというとそうだ」，3＝「何とも言えな















次に，仮説 3 の副問 (9)として「観光関連産業のイメージについて観光系学部・学
科の学生と観光関連産業の人事・採用担当者との間で差があるか」を検証すべく，観
光関連産業の人事・採用担当者に観光関連産業のイメージについて，アンケートを実







採用担当者が答える 5 段階評価によるアンケート調査の結果である。5 段階評価の数値は 5
＝「その通りだ」，4＝「どちらかというとそうだ」，3＝「何とも言えない」，2＝「どちらか




メージの各項目の 5 段階評価は「ふれあいがある」が 4.54，「『ありがとう』と言われ
る仕事」が 4.50，「働き甲斐がある」が 4.08 と，いずれも高い数値を示している。特







て図に示したのが図 12 である。 
図 12 にあるように観光関連産業の人事・採用担当者による観光関連産業の職業イ
メージの 5 段階評価は，高い順から「人脈が広がる仕事である」が 4.08，「国際的な
仕事だと思う」が 3.85，「いろいろなところに行ける」が 3.54 となっている。一方，












































は 4.08，「国際的な仕事だと思う」が，学生は 4.50 で，人事・採用担当者は 3.85，「い
ろいろなところへいける」が，学生は 4.31 で，人事・採用担当者は 3.54，「観光関連
産業は長期休暇が取りやすいと思う」が，学生は 2.53 で，人事・採用担当者は 2.29，







それぞれ 2.53 と 2.10 である。 
人事・採用担当者の評価は「観光関連産業は長期休暇が取りやすいと思う」が学生
の 2.53 に対して 2.29 と，「他業種と比べて給与が高いと思う」が学生の 2.10 に対し
て 2.06 と，人事・採用担当者の方がそれぞれ低い値である。これらの 5 段階評価の 3
















観光関連産業の採用担当者 4.08 3.85 3.54 2.29 2.06






























科の学生及びその他学科の学生とで比較して示したのが表 21 である。 
 


















回答肢/有効回答数 117 64 288 
社会人
基礎力 
社会での常識はある方だ 4.05(0.75) 4.11(0.74) 4.10(0.71) 
コミュニケーション力に自信
あり 
3.98(0.91) 4.02(0.86) 3.92(0.93) 
語学力 語学は好きである 3.52(1.11) 4.55(0.56) 3.74(1.17) 






3.25(1.05) 3.39(1.03) 3.34(1.01) 
観光関連産業に就職希望だが
実現へ自信がない 
3.44(1.08) 3.56(0.91) 3.58(1.00) 
83 
 
表 21 から，学生の社会人基礎力としての「社会常識」の 5 段階自己評価では，観
光系学科の学生の自己評価は 4.05 で，語学系学科の学生の 4.11 やその他の学科の学
生の 4.10 に比べて，一番低い数値の評価である。しかしながら，語学系学科の学生と
比べて，その差は 0.06，その他の学科の学生とは 0.05 と大差はなく，いずれの三分類
学科の学生も「社会での常識はある方だ」への自己評価は 4 の「どちらかというとそ
うだ」と社会常識はある程度あるとしている。 
また，表 21 から，「コミュニケーション力に自信あり」は語学系学生が 4.02 と一
番高い自己評価をし，2 番目が観光系学部・学科の学生の 3.98 で，3 番目がその他の
学科の学生の 3.92 である。従って，各学科の学生の「コミュニケーション力に自信あ






て，3.52 とその差は 0.22 であるが，一番低い自己評価である。 
また「英会話に自信がある」についての自己評価は，語学系学科の学生は 3.27 と自
信を肯定する方の数値である。これに対して，観光系学部・学科の学生とその他の学










他の 2 つの学科の学生と比較すると，観光系学部・学科の学生の自己評価が，3.25 で
あるのに対して，他の 2 つの学科の学生は，それぞれ，3.39 と 3.34 で，観光系学
部・学科の学生との数値は一番低い。しかし，その差は 0.14 と 0.09 であり，大差は
ない。三分類学科の学生の評価の数値は 5 段階評価の 3 の「何とも言えない」に近い
ことから，関連資格の取得の困難さにはニュートラルな評価である。 
また，学生の観光関連産業への採用獲得の自信度では，観光系学生の「観光関連産





















5 段階評価による調査の結果である。5 段階評価の数値は 5＝「その通りだ」，4＝「どちら
かというとそうだ」，3＝「何とも言えない」，2＝「どちらかというと思わない」，1＝「全
く思わない」による平均値。(   )は標準偏差である。  
出所：アンケートを基に著者が作成。 
 




4.12 3.93 3.82 4.05 4.12 3.84
社会人基礎力: 社会での常識はあ
る方だ
4.12 4.03 3.91 4.13 4.24 4.04
語学力: 語学は好きである 3.65 3.48 4.45 4.59 3.63 3.76
語学力: 英会話に自信がある 2.88 2.62 3.18 3.37 2.45 2.55
観光関連資格取得への自信: 関連
資格の取得は大変だと思う












図 13 にあるように， 観光系学部・学科の男子学生の「コミュニケーション力には
自信がある」についての自己評価は 4.12 で女子学生の 3.93 よりも高い。同じく他学





は，観光系学部・学科の男子学生の自己評価は 4.12 で，女子学生の 4.03 よりも大き
い。その点で，観光系学部・学科の男子学生の社会常識の認識の度合いは女子学生よ
りも大きいと言える。同じく，その他の学科の男子学生の「社会での常識はある方
だ」への自己評価の数値は 4.24 で，女子学生の 4.04 よりも大きい。その他の学科の
男子学生の社会常識の認識の度合いも女子学生よりも大きい。一方，語学系学科の学




ると，観光系学部・学科の男子学生の方が 3.65 で，3.48 の女子学生よりも「語学は好
きである」の自己評価が大きい。同じく，その他の学科の学生と観光系学部・学科の
学生も，男子学生の「語学が好きである」への自己評価は 3.76 で，女子学生の 3.63
よりも数値が大きい。ただし，観光系学部・学科の男子学生の 3.65 や，その他の学科
の女子学生の 3.76 の評価は 5 段階評価の 4 の「どちらかというとそうだ」と 3 の「何
とも言えない」の中間値を少し超えた数値であるが，観光系学部・学科の男子学生と
その他の学科の女子学生はある程度，語学が好きであると言える。一方，語学系学科





















評価の女子学生の 3.43 は，男子学生の 3.36 よりも大きい。また，その他の学科の女





生と語学系学科の学生の特性グループ化と仮説 4 と副問の検証 
 
観光系学部・学科の学生の観光関連産業への就職に関するアンケートの結果，前述の









悪くなかった(図 12 参照)。 
それでありながら，観光系学部・学科から観光関連産業への就職率がなぜ低いのかの













かったことである。2 つ目の理由は，表 13 にあったように，観光関連産業の企業が学
生に対して，専門的な知識として語学力を重視する割合が約 5 割(52.2%)あったことと， 










注：固有値 1(寄与率 10%)以上の主成分は 4 グループ抽出された。主成分グループを 1＝第 1
主成分グループ，2＝第 2 主成分グループ，3＝第 3 主成分グループ，4＝第 4 主成分グル
ープとして番号で示し，その下のグループの特徴としての内容は著者が成分値の構成から

































20.6% 18.6% 15.4% 13.1% 
観光関連産業以外にも興味のある職業がある 0.29 0.86 -0.11 -0.32 
観光関連産業には進まない 0.39 0.53 0.27 0.01 
英会話に自信がある 0.80 -0.37 -0.22 -0.01 
語学は好きである 0.72 -0.46 -0.31 0.04 
コミュニケーションについては自信がある 0.37 -0.06 -0.08 -0.35 
観光関連産業は他業種と比べて給与が高いと
思う 
0.38 0.09 0.67 0.27 
観光関連産業は長期休暇が取りやすいと思う 0.40 0.08 0.65 0.40 
観光関連産業に関連する資格を取るのが大変
だと思う 
-0.09 0.30 -0.37 0.66 
観光関連産業に就職を希望しても実現すると
は限らない 





以上を示す特質が 4 グループ(4 主成分グループ)抽出された。この 4 グループ全体の寄
与率の合計(累積寄与率)は 67.7%(20.6%＋18.6%＋15.4%＋13.1%=67.7 %)であった(157)。 










第 2 主成分グループ(寄与率 18.6%)は「観光関連産業は多くの就職先のひとつ」と
考える学生達である。彼らは「観光関連産業以外にも興味のある職業がある」と「観
光関連産業には進まない」の成分値が，それぞれ 0.86 と 0.53 と正の数値で高く，観
光関連産業の仕事は多くの就職先のひとつと考えているグループである。 

















の成分値で正の数値を示したグループは表 22 から，成分値 0.12 の第 1 主成分(寄与率
89 
 
20.6%)グループと 0.45 の第 2 主成分グループ(寄与率 16.6%)及び 0.53 の第 4 主成分
(寄与率 13.1%)グループであり，中でも採用獲得への不安が成分値 0.5 に近い 0.45 の第
2 主成分グループと 0.53 の第 4 主成分グループは「観光関連産業に関連する資格を取
るのが大変だと思う」と自己評価している。このように，「観光関連産業への就職を希
望しても実現するとは限らない」とする第 1 と第 2，及び第 4 主成分グループの合計の
累積寄与率は 52.3%(20.6＋18.6%＋13.1%＝52.3%)となった。 
ただし，この累積寄与率の 52.3%は， 観光系学部・学科の学生の 4 つのグループ全
体の主成分寄与率累積寄与率 67.7%の中の部分的な累積寄与率の 52.3%である。そこ




結果として，観光系学部・学科から観光関連産業へ就職を目指す学生(表 17)の約 3 割
の学生は，第一主成分グループから「観光関連産業への就職意識が高く，待遇も受容す









を示したのは第 2 主成分グループの寄与率 18.6%と第 4 主成分グループの成分値 0.66





結果として，第 1 と第 2，及び第 4 主成分グループを合計した 77.2%の約 8 割近い学
生は「就職を希望しても実現するとは限らない」と採用獲得への不安があると考えられ，
観光系学部・学科の学生の第 2 と第 4 主成分グループから，約 47%の観光系学部・学
科の学生は「観光関連産業に関連する資格を取るのが大変だと思う」ことが判明した。 
一方，上記の観光系学部・学科の学生の 4 つの特性グループ(主成分グループ)の中
で「英会話に自信がある」学生達は表 23 から，寄与率 20.6%の第 1 主成分グループ
90 
 
のみであった。即ち，寄与率 20.6%の第 1 主成分グループの成分値のみが 0.80 と正の
数値であり，その他の主成分グループは負の成分値を示した。 
例えば，寄与率 18.6%の第 2 主成分グループの成分値は負の数値の-0.37 であり，寄
与率 15.4%の第 3 主成分グループの成分値も，同じく負の数値の-0.22 の他，寄与率



















で正の成分値を示したグループは寄与率 20.6%の第 1 主成分グループ(成分値 0.72)と
寄与率 13.1%の第 4 主成分グループ(成分値 0.04)であった(表 22 を参照)。これによ
り，観光関連産業を目指す観光系学部・学科の学生達の中で，「語学は好きである」と
したグループは第 1 主成分グループ(寄与率 20.6%)の「観光関連産業への就職意識が
高く，待遇も受容」している学生達と第 4 主成分グループ(寄与率 13.1%)の「観光関
連産業への就職意識は高いが，採用獲得に不安がある」学生達であった。その結果，
「語学は好きである」とした観光系学部・学科の学生の累積寄与率は第 1 主成分グル
ープの寄与率 20.6%と第 4 主成分グループの寄与率 13.1%を合計した 33.7%であった
(表 22 参照)。ただし，この累積寄与率の 33.7%は，4 つの主成分グループの観光系学
部・学科の学生の主成分累積の合計寄与率 67.7%の中の累積寄与率 33.7%である。そ
こで，この累積寄与率 33.7%を観光系学部・学科から観光関連産業への就職を目指す
学生の 4 つの主成分の累積の合計寄与率(主成分の合計を 100%とした場合の比率)の割























累積寄与率 1 2 3 4 
観光系学部・学科の
学生の主成分寄与率 
 20.6% 18.6% 15.4% 13.1% 67.7% 100.0% 
英会話に自信がある 寄与率 20.6%    20.6% 30.4% 
英会話に自信がある 成分値 0.8 -0.37 -0.22 -0.01   
語学は好きである 寄与率 20.6%   13.1% 33.7% 49.8% 







1 主成分グループの 30.4%であり，「語学は好きである」学生達は，上記の第 1 主成分






学が好きである」とした 5 段階評価は，前述の表 21 で示したように，4.55 と観光系学
部・学科の学生の自己評価の 3.52 や「その他の学科の学科生」の 3.74 に比較して一番
高く，語学が好きな語学系学科の学生として，その特色を示した。また，語学系学科の
学生の「英会話に自信がある」への 5 段階の自己評価は 3.27 と肯定の評価を示した。
このように，観光関連産業への就職を目指す語学系学科の学生は，語学が好きな，英会










































18.1% 17.7% 13.9% 13.2% 
観光関連産業以外にも興味のある職業が
ある 
0.24 0.85 0.20 -0.15 
観光関連産業には進まない 0.36 0.08 0.40 -0.64 
英会話に自信がある 0.50 0.38 -0.63 0.08 
語学は好きである 0.27 0.35 -0.23 0.26 
コミュニケーションについては自信があ
る 
0.21 -0.23 0.10 0.29 
観光関連産業は他業種と比べて給与が高
いと思う 
0.71 -0.36 0.41 0.09 
観光関連産業は長期休暇が取りやすいと
思う 
0.74 -0.34 0.03 0.26 
観光関連産業に関連する資格を取るのが
大変だと思う 
-0.18 0.30 0.65 0.45 
観光関連産業に就職を希望しても実現す
るとは限らない 
0.01 0.36 -0.02 0.56 
注：固有値 1(寄与率 10%)以上の主成分は 4 グループ抽出された。主成分グループを，1＝第 1
主成分グループ，2＝第 2 主成分グループ，3＝第 3 主成分グループ，4＝第 4 主成分グル
ープとして番号で示し，その下のグループの特徴としての内容は著者が成分値の構成から







1)以上を示す特質のグループが 4 グループ抽出された。この 4 グループ全体の寄与率の
合計(累積寄与率)は 62.9%(18.1%＋17.7%＋13.9%＋13.2%＝62.9%)であった。 
この 4 つの主成分グループの特徴として，まず，語学系学科の学生の第 1 主成分グ






























成分値は第 1 主成分グループの寄与率 18.1%と第 2 主成分グループの寄与率 17.7%及
び第 4 主成分グループの寄与率 13.2%である。これらの累積寄与率は 49.0%となる。
ただし，この累積寄与率の 49.0%は語学系学科の学生の主成分 4 グループの中の累積
寄与率 62.9%の中の数値である。そのため，この部分的累積寄与率の 49.0%を 4 つの
主成分全体の累積寄与率(主成分の合計を 100%とした場合の比率)の割合で見ると
77.9%(49.0%×100%÷62.9%＝77.9%)となる。これにより，語学系学科の学生の内，観





と言える。その点で，前述の観光系学部・学科の学生の数値も 8 割近くの 77.2%の学
生が同じように認識していて，両者にあまり差がないことが判明した。 
また，語学系学科の学生で「観光関連産業に関連する資格を取るのが大変だと思
う」で正の成分値 0.30 を示したのは寄与率 17.7%の第 2 主成分グループと寄与率
13.9%の第 3 主成分グループの成分値 0.65，及び寄与率 13.2%の第 4 主成分グループ
の成分値 0.45 であった。この第 2 と第 3 及び第 4 を合計した累積寄与率は
44.8%(17.7%＋13，9%＋13.2%=44.8%)となる。ただし，これらの累積寄与率 44.8%
は 4 つの主成分グループ全体の累積寄与率 62.9%の中の数値である。そのため，この
累積寄与率の 44.8%を全体の主成分累積寄与率(主成分の合計を 100%とした場合の比
率)の割合に転換してみると，71.2 %(44.8%×100%÷62.9%＝71.2%)となる。 








成分値を示したグループは，寄与率 18.1%の第 1 主成分グループの成分値 0.27 と寄与
率 17.7%の第 2 主成分グループの成分値 0.35，及び寄与率 13.2%の第 4 主成分グルー
プの成分値 0.26 で，累積寄与率は 49.0%であった(表 25 を参照)。ただし，この累積
寄与率の 49.0%は 4 主成分グループ全体の累積寄与率の 62.9%の中の数値である。そ
のため，この部分的累積寄与率の 49%を全体の累積寄与率(主成分の合計を 100%とし
た場合の比率)の割合で見ると 77.9%(49%×100%÷62.9%＝77.9%)となる(表 25 を参
照)。これにより，語学系学科の学生の約 78%(77.9%)は「語学は好きである」とな
る。これに対して，観光系学部・学科の学生の「語学は好きである」とした学生の割















累積寄与率 1 2 3 4 
語学系学科の主成分寄与
率 
 18.1% 17.7% 13.9% 13.2% 62.9% 100.0% 
英会話に自信がある 寄与率 18.1% 17.7%  13.2% 49.0% 77.9% 
英会話に自信がある 成分値 0.5 0.38 -0.63 0.08   
語学は好きである 寄与率 18.1% 17.7%  13.2% 49.0% 77.9% 






に，第 1 と第 2 及び第 4 と，3 つのグループの部分的累積寄与率が 49.0%となった。こ




光系学部・学科の学生は，前述の表 23 にあったように 30.4%と約 3 割にすぎなかった。 
また，語学系学科の学生の「語学は好きである」の自己認識は，表 25 から，正のグ
ループの部分的累積寄与率である第 1 と第 2，及び第 4 グループの寄与率の合計が




信がある」学生は，第 1 と第 2 及び第 4 のグループの学生からの約 78%となった。 
これに対して，観光系学部・学科の学生の「語学は好きである」の割合は，表 23 に
あったように，約半分の 50%(49.8%)であった。この中の 18.6%の寄与率の第 2 主成
























照)。これらの観光関連産業の企業に対する質問は(a)～(c)の 3 項目については，5 段階
評価の 5＝「とてもそう思う」，1＝「全く思わない」で行った。また，(d)の質問へは



















































平均値 3.33 3.67 3.00 100.0% 
標準偏差 0.58 1.16 0.00  
9 受け入れ
ていない 
平均値 3.00 3.00 3.00 100.0% 





平均値 2.78 3.89 3.11 75.0% 
標準偏差 0.83 0.93 1.26  
8 受け入れ
ていない 
平均値 3.00 3.25 3.00 37.5% 







平均値 3.29 4.71 3.43 87.5% 





平均値 3.25 2.73 3.25 69.2% 





平均値 3.05 4.16 3.21 87.0% 





平均値 3.10 2.96 3.10 63.0% 
標準偏差 0.57 0.79 0.94  
合計 4
4 
 平均値 3.07 3.48 3.17 70.5% 
標準偏差 0.79 1.05 0.87  
注：n=44 社。大学のインターンシップを「受け入れていない」には不明分を含む。表の





用に効果がある」への 5 段階評価は，表 27 にあるように，44 社の平均値が 3.07 であ
った。この数値の 3.07 は，人材採用に効果があるかどうか，はっきりとしないニュー
トラルな数値の 3 に近く，効果があるとは，はっきり言えない評価であった。 
さらに，大学からのインターンシップを受け入れる企業(21 社)と受け入れていない企
業(23 社)との間で，インターンシップの人材採用効果についての違いを見ると，インタ
ーンシップを受け入れる企業の平均値が 3.05 で，受け入れていない企業(23 社)の評価





ップによる人材採用効果への 5 段階評価の値は 3.33 であるのに対し，大学のインター
ンシップを受け入れていない交通運輸業(9 社)の 5 段階評価は 3.00 であった。 
同様に，旅行会社の場合も，大学のインターンシップを受け入れる旅行会社 8 社に
よる大学のインターンシップによる人材採用効果への 5 段階評価は 3.29 に対して，大
学のインターンシップを受け入れない旅行会社(13 社)によるインターンシップの 5 段








つ」について，観光関連産業全体の企業(44 社)の評価は 3.48(平均値)と 5 段階評価の
3 と 4 の中間の数値で，やや学生の職業イメージにも役立つ度合いがあることを示し
た。これをさらに，表 26 から，インターンシップを受け入れる企業(21 社)と受け入れ
ない企業(23 社)の間で学生の職業イメージ形成の効果について見ると，インターンシ
ップを受け入れる企業(21 社)の 5 段階評価の平均が，4.16 であるのに対して，インタ









て，観光関連産業全体で見ると，企業(44 社)の 5 段階評価の平均は 3.17 とニュートラ
ル値の 3.00 よりやや高めであるが，全体としては大きな負担とは考えていないと言え
る。そこで，さらに，大学のインターンシップを受け入れる企業(21 社)とインターン
シップを受け入れない企業(23 社)の 5 段階評価でみると，インターンシップを受け入
れる企業(21 社)の評価の平均は 3.21 であったのに対して，インターンシップを受け入






業種別で見ると，表 26 から，インターンシップを受け入れる旅行会社(8 社)と宿泊
業の 4 社のインターンシップ受け入れの負担の評価は，それぞれ 3.43 と 3.11 でイン



















































(150)『就職四季報 総合版 2020 年版』東洋経済新報社，2018 年、698～753 ページ。 




化学，水産業の 120 社 24 業種。 
(152)『就職四季報 総合版 2020 年版』の「下位業種」はコンビニ，外食，スーパー，ドラックスト
アー業種で 18 社 4 業種。東洋経済新報社，『会社四季報 2020 年版 総合版』，42 ページから 77 ペ
ージ。 
(153) 数値は著者が 2018 年 3 月 20 日の「JATA 旅行・観光業界の就職セミナー(2017)に参加した学生へ
のアンケートを集計した結果の数である。 
(154) 数値は著者が 2018 年 3 月 20 日の「JATA 旅行・観光業界の就職セミナー(2017)に参加した学生へ
のアンケートを集計した結果の数である。 
(155) 著者による 2018 年 3 月 20 日の JATA 旅行・観光業界就職セミナーのアンケートの質問 3(付録
Ⅱ参照)への回答。 
































採用するか」 の回答は，全体として，観光関連産業(44 社)の 5 段階評価は 3.00 と優
先採用を肯定も否定もしない，ニュートラルな数値であった。しかしながら，観光系
学部・学科から採用経験のある宿泊業，旅行会社は，若干，優先採用する可能性を示











業の 3 割～4 割程度であった(表 13 参照)。ただし，観光系学部・学科から採用経験のな
い企業では外国語の語学力を重視する企業の割合が 58.3%と約 6 割あり，一定の語学







労の可能性」も 5 段階評価で 3.90 であり，採用経験のある企業の 3.84 に比べて若干














系学部・学科の 48 大学 52 学科のホームページから，アドミッション・ポリシー及びデ
ィプロマ・ポリシーで観光人材育成または観光関連産業への就職について記述があるか
を調査した。その結果，観光人材育成についての記述のある観光系学部・学科は約 8 割












2018 年の調査で，観光系学科の中で，実務経験のある専任教員は 1 人から 5 人未満が


































が好きである」の自己認識の 5 段階評価の数値は，語学系学科の学生が 4.55 と，その







れぞれ，2.67 と 2.52 で，「英会話に自信がある」を否定する側の数値であった。結果
として，副問(10)の「観光系学科の学生は語学力に自信があるか」への回答は，観光
系学部・学科の学生は，ある程度，語学は好きであるが英会話には自信はあまりな







の中では 49.8%と約半数に過ぎなかった(表 23 参照)。また，観光系学部・学科の学生
で「英会話に自信がある」学生達は，主成分分析の結果，「観光関連産業への就職意識
も高く，待遇も受容」しているグループであるが，このような学生は全体の学生の
30.4%と約 3 割に過ぎなかった(表 23 参照)。 
次に，副問(11)の「観光系学部・学科の学生は観光関連産業への採用獲得に自信が
ないか」の解答として，まず，観光関連産業の「関連資格の取得は大変だと思う」へ
の 5 段階の自己評価は，観光系学部・学科の学生が 3.25 に対して，語学系学科の学生
は 3.39，その他の学科の学生が 3.34 と，観光系学部・学科の学生は，関連資格取得が
大変だとする度合いは最も小さかった。しかしながら，いずれの学科の学生も「観光
関連産業に関連する資格を取るのが大変だと思う」とする度合いの数値で大差はなか
った(表 21 を参照)。 
また，学生の観光関連産業への就職獲得の自信度では，「観光関連産業への就職希望
だが自信がない」の 5 段階評価の自己認識で，観光系学部・学科の学生は 3.44 で，語
学系学科の学生の 3.56 と，その他の学生の 3.58 と比較して，「観光関連産業への就職
希望だが自信がない」を肯定する度合いが一番低かった。このことは，観光系学部・
学科の学生は，観光関連産業への採用獲得の自信度はあまりないが，自信のなさは他

















関連産業の企業の評価は 3.05 で，インターンシップの受け入れない企業の 3.10 と，
差はあまりなく，効果があるともないとも言えないニュートラルな数値の 3 に近い数
値の評価となった(表 26 参照)。一方，「現在のインターンシップは応募者の職業イメ





の実施は企業側の負担が大きい」がやや高い数値である 3.43 と 3.11 の評価で，イン
ターンシップは負担の度合いがある程度あるとしている(表 26 参照)。 
また，「採用可能性のある個別のインターンシップを受け入れるか」の二者択一への










表 27 仮説の検証結果 




仮説 2 観光系学部・学科は観光人材を育成しようとしていない △ 
































































本論文で調査した観光関連産業(44 社)の 2012 年から 2016 年度での 5 年間の平均で
大卒者の採用者数でみると，観光系学部・学科からの観光関連産業への就職者数は，過
去に採用実績がある企業でも，他の新卒者にくらべて極端に低く，観光系学部・学科か
ら採用されている学生は交通運輸業で，他の学生が年平均約 10 人（10.3 人）の所が平
均 0.2 人で，この数値は年によってはゼロを意味している。宿泊業では過去に採用実績
がある大卒者の年平均が約 22 人（22.2 人），旅行会社で約 33 人(33.2 人)に対して，観
108 
 
光系学部・学科からの年平均の採用者数は宿泊業で年平均 1 人（0.86 人），旅行会社で
年平均約 2 人（1.98 人）と極端に少ない採用実績であった。また，過去に観光系学部・
学科の学生の採用実績のない観光関連産業の調査の期間の採用では，交通運輸業，宿泊
業，旅行会社ともに，過去 5 年間で観光系学部・学科からの採用に該当する人はなかっ





























(159) 観光関連企業へのアンケート調査は、東洋経済新報社(2013 年‐2016 年版)の就職四季報の総合
版と中堅・中小企業版に掲載された 156 社に対して郵送でおこない，1 回目の回答は少なかった
ため、改めて 2 回目も観光関連各社の人事担当者宛てに郵送でアンケートを依頼した結果、交通
運輸業(鉄道会社 6 社，バス会社 4 社，フェリー運送会社 1 社)，宿泊業(12 社)，旅行会社(21 社)
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4 年制大学の観光関連学部学科の採用に関する調査へのご協力のお願い 





てまして，23％と公表しました 。4 年制大学における観光教育は 21 世紀の日本の経済をリードする人










甚だ勝手でございますが，2017 年月 1 月 10 日までにご返送くだされば幸甚に存じます。調査結果






























  社会人基礎力とは： 
「前に踏み出す力(主体性，働きかけ力，実行力)」，「考え抜く力(課題発見力，計画力，創造
力)」，「チームで働く力(発信力，傾聴力，柔軟性，情況把握力，規律性，ストレスコントロール
力)」の 3 つの能力(と前述 12 の能力要素からなる)に基づく，「職場や地域社会で多様な人々と仕事
をしていくために必要な基礎的な力(2006 年，経済産業省による産学の有識者による委員会)」とし
ます。 
  観光に関する基礎科目とは： 




























    所属(                    ) 
    役職(                    ) 
    ご入社何年目ですか。   (   )年目 
 
質問 2．これまで，日本の 4 年制大学の観光関連学部・学科から採用したことがありますか。該当する
箇所に☑を記入してください。 
 
      □はい       □いいえ    □不明 
 
質問 3．日本の 4 年制大学の観光関連学部・学科からの最近の採用人数について把握されている限りで
お教えください。該当箇所に☑を記入してください。 
 
       □採用していない(質問 7 にお進みください) 
     □把握していない(質問 7 にお進みください) 
     □把握している(質問 4 にお答えください) 
 
質問 4．“把握している”とお答えの場合，過去 5 年間につきまして，以下の表内に採用人数についてご
記入ください。または，該当箇所に☑を記入してください。 
 
  入社の時期 男性の人数 女性の人数 合計 
2016 年度入社    
2015 年度入社    
2014 年度入社    
2013 年度入社    
2012 年度入社    
   
□2011 年度以前の採用経験があるが詳細は不明 
     □2011 年度以前の採用経験はない 
 







字で，思う番号に○印を囲むか☑をしてください。“普通”の場合 3 を囲んでください。 
 





場合 3 を囲んでください。 
 
     十分である←5・4・3・2・1→劣っている      □何とも言えない   
 
質問 7．御社・貴団体は採用の際に，観光関連学部・学科からの新卒大学卒業者を優先され 
ますか。以下の 5 段階の数字で，思う番号に○印を囲んでください。 
 
     優先する←5・4・3・2・1→優先しない       □区別しない 
 
質問 8．日本の 4 年制大学の観光関連学部・学科ではどのような教育がなされているか，ご 
存知ですか。以下の 5 段階の数字で，思う番号に○印を囲んでください。 
 
     知っている←5・4・3・2・1→知らない  
 
質問 9．2016 年度に採用された新卒学卒者の割合はどのくらいでしょうか？ 
 
      観光系学科(  )％       経済系学科(  )％   経営系学科(  )％ 
 
商学系学科(  )% 人文・社会系学科(  )％  外国語系学科(  )％ 
 















          
ひとがら          重視した←5・4・3・2・1→重視していない  
 
社会人基礎力              重視した←5・4・3・2・1→重視していない  
 
     部活動の経験              重視した←5・4・3・2・1→重視していない 
 
     学生時代の経験           重視した←5・4・3・2・1→重視していない 
 
     応募者のリーダーシップ性  重視した←5・4・3・2・1→重視していない 
 
     応募動機                  重視した←5・4・3・2・1→重視していない 
 
     応募者の問題解決能力      重視した←5・4・3・2・1→重視していない 
 
     応募者の成長可能性    重視した←5・4・3・2・1→重視していない  
 
     長期就労可能性      重視した←5・4・3・2・1→重視していない           
 
     業務関連の専門知識    重視した←5・4・3・2・1→重視していない 
   
        御社・貴団体での即戦力  重視した←5・4・3・2・1→重視していない 
  
     応募者が保持する検定資格 重視した←5・4・3・2・1→重視していない 
 
     1 年程度の留学経験      重視した←5・4・3・2・1→重視していない  
 














は日本全国の観光関連学科が提供しているものから抽出しました。     
 
⑴4 年制大学からの採用時において，どのような技能や知識が重要だと思われますか。重要だ
と思われる箇所に 10 個以内で☑をご記入ください。  
 
       □観光に関する基礎知識       □観光に関する専門知識    
□観光事業に関する知識        □経営に関する知識   
□商学に関する知識         □販売・マーケティングに関する知識 
□会計・簿記に関する知識      □観光商品(土産，旅程)の開発能力 
□経済に関する知識          □社会学に関する知識 
□社会調査し分析する能力      □観光事業関連法規に関する知識   
□地域政策に関する知識       □人間の行動心理に関する知識    
       □地誌・地理に関する知識      □人類学の知識 
       □日本史               □世界史 
       □接客・ホスピタリティの理解と体現 □ホームページ作成能力 
□社内でのコミュニケーション能力  □パソコンなどの情報収集分析能力      
□一般常識             □環境保全に関する知識 
□外国語の語学力          □社会人基礎力 
□その他(                            ) 
 
⑵4 年制大学からの採用時において，外国語能力について重要だと思われる順に(  )に番号
をご記入ください。  
 
     (  )英語での読み書き能力   (  )英語でのコミュニケーション力 
(  )韓国語          (  )中国語 
(  )スペイン語        (  )ロシア語 
(  )ブラジル・ポルトガル語   (  )その他(           )  
 
⑶4 年制大学からの採用時において，“外国語能力”または“検定・資格”について，採用で優先し
てもよい思う点に 10 個以内で☑をご記入ください。  
 
     □実用英語技能検定(英検)1 級     □実用英語技能検定(英検)準 1 級 
□実用英語技能検定(英検)2 級     □実用英語技能検定(英検)準 2 級 
□TOEIC600 点以上          □TOEIC500 点以上 
□TOEIC400 点以上           □中国語検定 1 級 
□中国語検定準 1 級          □中国語検定 2 級 
□中国語 3 級            □韓国語検定  
□日商簿記 1 級           □日商簿記 2 級       
□日商簿記 3 級           □販売士 1 級 
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□販売士 2 級            □販売士 3 級 
□上級秘書士            □秘書士 
□宅建(宅地建物取引士資格試験)    □1 級金融資産設計技能士(FP) 
□2 級金融資産設計技能士(FP)    □日商PC 検定(パソコン検定) 
□世界遺産検定           □国内旅行業務取扱管理者   
□総合旅行業務取扱管理者       □旅程管理主任者 
□ホテルビジネス実務検定       □AXESS 実用検定 
□接客サービスマナー検定       □サービス接遇検定 






   優先する←5・4・3・2・1→優先しない     □何とも言えない 
 
質問 12．御社・貴団体における大学からのインターンシップ受け入れについてお尋ねしま す。該当す
るところに☑または，(  )にご記入ください。 
 
      □受け入れている    □受け入れていない(質問 13 へお進みください) 
 




     
   □採用の応募要件にしている      □会社の雰囲気を伝えられる 
□応募者の職業イメージ形成に役立つ  □応募者増加に役立つ     
□採用のミスマッチ解消に役立つ  
□インターンシップが見学型になっている 
      □その他(                          ) 
 
     ⑶現在の御社・貴団体のインターンシップは希望する人材の採用に効果があると思いますか。 
 
       十分に効果がある←5・4・3・2・1→効果がない  □何とも言えない  
 
     ⑷現在の御社・貴団体のインターンシップの準備・運営は企業側の負担が大きいと思いますか。 
 












 (                             ) 
 
質問 13．“採用の可能性のある個別のインターンシップ”を受け入れてよいと思いますか。 





  □既卒者でも受け入れる(既卒後    年以内) 




      □受け入れてよい (  )日間くらい。 
□受け入れてよい  報酬月額(   )万円くらい。 
      □条件次第で受け入れてよい (  )日くらい。 
      □当面，受け入れない。 








      ⑵観光関連の専修(専門学校)新卒学卒者を採用する 
 
        採用する←5・4・3・2・1→採用しない 
 
     ⑶観光関連学部・学科の新卒学卒者を採用する 
 




            ⑷観光関連学部学科に限らず広く新卒学卒者全般から採用し教育する 
 
        採用する←5・4・3・2・1→採用しない 





      □今後も続く(10 年以上)      □今後 10 年以内に個別の採用型へ変化する 
      □採用後の教育がしやすい   □採用後の公平性が保たれる 
      □優秀な人材が確保しやすい  □慣行として仕方ない 
      □外国人の採用には向かない  □個別採用には会社が対応できない 
      □就職を前提とする個別のインターンシップの方が会社に相応しい人物を採用できると思う。       









      お客様とのふれあいがある      そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
     「ありがとう」といわれる仕事         そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
      人脈が広がる仕事                    そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
      他業種に比べて給与が高い            そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
      長期休暇が取りやすい              そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
      社会から必要とされる         そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
      いろいろなところに行ける       そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
      各種割引など特典がある       そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 




      働き甲斐がある           そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
      国際的な仕事            そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
      地域振興をする力がある       そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
           家族的な雰囲気が残る仕事      そう思う←5・4・3・2・1→思わない 
 
      その他(        )        そう思う←5・4・3・2・1→思わない 




      日本人(  )％   韓国人(  )％    台湾人(  )％ 
 
      中国人(  )％  香港人(  )％  アメリカ人(  )％ 
 




      交通運輸業(  )％     旅行業(  )％   宿泊業(  )％ 
 
      料飲サービス業(  )％   施設入場料(  )％ 販売(  )％ 
 
       その他サービス業(  )％  人材派遣(  )％  不動産貸付(  )％ その他(  )％ 
 
質問 21．会社について伺います。 
    創業はいつですか？              (      年   月) 
    従業員数は何人ですか？          (    )人(男性  ％，女性  ％) 
    従業員の型の平均年齢は何歳ですか？   (男性   歳・女性    歳) 




をご記入くだされば，2017 年 3 月までの早い時期に集計結果をご報告申し上げます。 
 





JATA 旅行・観光業界就職セミナー アンケート(2018.3.20) 
観光関連学科から観光関連産業への就職についての意識調査へのご協力をお願いします。必要時間は 5 分間程度です。 
記入される方ご自信について，☑，記入にてお答えください。 
大学名：     学科名：     学年：  年 記入日の年齢   歳 性別(□男性・□女性) 
 
質問 1．現在において卒業後に観光関連産業に就職を希望していますか？ □はい  □いいえ 
 
質問 2．大学に入学前に観光関連産業に就職を希望していましたか？   □はい  □いいえ 
 
質問 3．質問 1 で“☑はい”の方は質問 3 と 4 に進んでください。質問 1 で“☑いいえ”の方は質問 4 に進んでく
ださい。 
  希望の職業は次のどれでしょうか。希望の強い順に数字で 1 から，5 つ以内でお答えください。 
    (   )航空業界        (   )空港スタッフ 
    (   )鉄道会社        (   )その他運輸機関＿＿＿＿＿＿__ 
    (   )旅行会社        (   )添乗員(エスコート) 
    (   )テーマパーク      (   )その他観光施設______________ 
(   )ホテル         (   )レストラン・宴会・料飲業 
    (   )旅館          (   )観光協会などの公益団体 
    (   )公務員         (     )ブライダル 
    (   )通訳・ガイド      (   )その他            
質問 4．現在，観光関連産業以外ではどのような職種(仕事の内容)に興味がありますか？ 




     1.人々とのふれあいがある仕事である            5・4・3・2・1 
     2.「ありがとう」と言われる仕事である           5・4・3・2・1 
     3.人脈が広がる仕事である                 5・4・3・2・1 
     4.他業種と比べて給与が高いと思う             5・4・3・2・1 
     5.休暇が取りやすいと思う                 5・4・3・2・1 
     6.働き甲斐があると思う                  5・4・3・2・1 
     7.国際的な仕事だと思う                  5・4・3・2・1 
     8.いろいろなところに行ける                5・4・3・2・1 
     9.観光産業は地域振興をする力があると思う         5・4・3・2・1 
    10.就職を希望しても実現するとは限らない          5・4・3・2・1 
    11.関連する資格を取るのが大変だと思う           5・4・3・2・1  
    12.観光産業以外にも興味のある職業がある          5・4・3・2・1 
    13.コミュニケーションについては自信がある         5・4・3・2・1 
    14.社会での常識はある方だ                 5・4・3・2・1 
    15.英会話に自信がある                   5・4・3・2・1 
    16.語学は好きである                    5・4・3・2・1 






附録Ⅲ 日本の主要大学の観光系学部・学科の卒業要件単位表 表①～表④ 











LNE1001 英語ディスカッション(1 単位) 
LNE10Ⅱ英語リーディング＆ライティング 1 (1 単位) 
LNE1023 英語 e-learning(1 単位) 
LNE10Ⅱ英語ディベート(1 単位) 











鮮語，ロシア語)各言語 各科目 2 単位から(4 単位) 
4 
単位 








位 多彩な学び [全学共通]：多彩な学び科目群(各 2 単位)とスポーツ





学科選択科目Ⅱ5 科目群(各 2 単位)より 3 科目(6 単位)選択 6 
単位 
学科選択科目 2 Ⅱ科目群(各 2 単位)より 5 科目(10 単位)選択 10 
単位 
学科選択科目 3 3 1 科目群(各 2 単位)より 15 科目(30 単位)選択 30 
単位 


















言語自由科目 [全学共通] 0~ 
20 
単位 
学びの精神 [全学共通]       
多彩な学び [全学共通]     の卒業要件単位数を超えて修得
した単位          
スポーツ実習 [全学共通]     
他学部科目 
5 大学間単位互換制度(f-Campus) 科目 
注：＊「選択必修科目」について立教大学の「観光学科 2020 年度以降 1 年次入学者 卒業要件単位表」では
「選択科目」の表題で記載されているが，他大学との比較において実質は「選択必修」であるので，当該表で
は「選択必修科目」扱いとした。「交流文化学科」は国際観光学部の 2 つの学科の「観光学科」ともう 1 つの
学科名，「5 大学間単位兌換制度(f-Campus) 科目は立教大学，早稲田大学，学習院大学，学習院女子大学及び
日本女子大学の 5 大学間の単位互換制度による科目。 
出所：立教大学HP 「観光学部・観光学研究科 2020 年度 履修要項」(冊子配布分 PDF 一括)2020 年 10 月





表② 東洋大学 国際観光学部観光学科の卒業要件単位表(2020 年度) 
注：国際観光学部の学生は卒業要件の単位として，1)基盤教育科目から 20 単位以上で，且つ，①~④の条件「①哲
学・思想から 2 単位以上，➁外国語系教育科目のうち，必修から 8 単位，➂外国語系教育科目のうち，選択必
修から 3 単位以上，④外国語系教育科目のうち，選択から 3 単位以上」を含める。2)専門教育科目から①~➂
の条件「①必修から 14 単位，②ツーリズムコース，エクゼクテイブマネジメントコース，サービスコミュニ
ケーションコース，観光プロフェッショナルコースは，観光産業分野の必修から 4 単位，観光政策コースは，
観光政策分野の必修から 4 単位修得。➂選択必修から 52 単位以上」を含む。 
出所：東洋大学「2020 年度入学生 履修要項：国際観光学部」2020 年 9 月 10 日，   
https://www.toyo.ac.jp/-/media/Images/Toyo/academics/faculty/itm/course 
handbook/2020_youran.ashx?la=ja-JP&hash=A88EF30AEB23ⅡABDCC717F105FE040F43F891AB 及 






























スピタリティ概論」(2 単位)の合計 4 単位。 
「観光政策コース」の学生：「観光政策分野」の「観光計画概





















































年次セミナー102」(2 単位),「玉川の教育」(0.3 単位),「 健康教



















100 番台科目：「観光概論」(3 単位),「College English Ⅰ」(2
単位)，「College English II」(2 単位)，「観光立国論」(1 単位)





200 番台科目：「リサーチ・メソッド」(2 単位),「College 




300 番台科目：「College Reading＆WritingⅠ」(2 単位), 「観
光学ゼミナールⅠ」(2 単位)の 2 科目(4 単位) 
4 
単位 
400 番台科目：「College Reading & Writing Ⅱ」(2 単位)，












人文科学科目群：「文化人類学」など 27 科目の 2 単位科目群か





以上 社会科学科目群：社会科学科目群の 14 の 2 単位科目の中から 1











100 番台科目：「観光地理学」(2 単位)，「観光史」(2 単位)から





以上 200 番台科目：「観光経営学 A」(2 単位),「デスティネーショ
ン・マーケッティング」(2 単位)，「観光社会学A」(2 単位)，






2 単位)から 4 科目 8 単位以上 
8 
単位 






注 1：観光学部の学生は 2 年次の 8 月~3 年次の 7 月までの 1 年間の海外留学・研修が必修。TOEIC L&R 公開テ
ストないし，玉川大学内で実施のTOEIC L&R 団体特別受験制度の IP(Institutional Program)テストで 500
点以上が留学の条件。海外留学・研修制度の SAE(Study Abroad Experience)で修得した単位は「国際研究
A~F の各 2 単位~5 単位」等によって最大 32 単位，インターンシップの 4 単位の読み替えが可。 
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注 2： 観光学部の学生の卒業要件として，上記単位数の他，TOEIC L&R 公開テストないし，IP テストで 700 点
以上のスコアが必要。 
注 3：「FYE」科目とは「First Year Experience」の略で，一年次履修の科目。 
注 4：100 番台の科目とは主に 1 年次，200 番台の科目は主に 2 年次，300 番台の科目は主に 3 年次，400 番台の
科目は主に 4 年次を対象とした科目。 
注 5：言語表現科目群のENG201「ELF201」等の ENG201 は科目記号と番号でENG はEnglish(英語)の略，科
目名の「ELF201 」  等の「ELF」English as a Linga Franca 「国際共通語としての英語」の略。尚，この
言語表現科目群について は 200~400 番台であっても TOEIC テストの点数により，1 年次より履修が可。 
















































語ⅠA (1 単位)， 英語ⅠB (1 単位)， 英語ⅡA    (1 単位)， 
英語ⅡB  (1 単位) から 4 単位の他，外国語(ドイツ語，フラン
ス語，ロシア語，スペイン語，中国語，韓国語各 1 単位)を 2 単
位の合計 6 単位，又は英語ⅠA (1 単位)， 英語ⅠB (1 単
位)， 英語ⅡA  (1 単位) 英語ⅡB  (1 単位) から 2 科目 2 単






健康科学A(講義)(2 単位)， 健康科学(実技)(1 単位)， 健康科学











観光と産業 (2 単位)， ビジネスマナー (3 単位)，コミュニケー
ションとホスピタリティ(2 単位)， 地域と交通 (2 単位)，フー
ドビジネスとホスピタリティ(2 単位)， ビジネス実務争論 (2
単位)， アジア文化とホスピタリティ (2 単位)， リスクマネジ
メント (2 単位)， 接客英会話 (2 単位)， 地域とメディア (2



















ホスピタリティ入門セミナー (4 単位)， ホスピタリテ
ィ・セミナーⅠ (2 単位)，ホスピタリティ・セミナーⅡ 
(2 単位)， ホスピタリティ・セミナーⅢ (2 単位)， ホ













ホスピタリティ・イングリッシュ (2 単位)， 自己表現
とコミュニケーション(2 単位)，国際コミュニケーショ
ン演習 I (2 単位)， ホスピタリティ心理学 (2 単位)， 
ビジネス実務演習Ⅰ(2 単位)， 国際コミュニケーション










礎簿記Ⅰ(2 単位)， 基礎簿記Ⅱ (2 単位)， 情報処理基
礎 (2 単位)， 流通論入門 (2 単位)， 会計学入門 (2 単
位)， 経営学入門 (2 単位)， 金融論入門 (2 単位)， 情
報処理応用 (2 単位)， 人工知能概論 (2 単位)， 経営管
理論 (2 単位)， ヒューマンリソースマネジメント (2
単位)，金融論Ⅰ(2 単位)， 金融論Ⅱ (2 単位)， 経営史 
(2 単位)， 保健論(2 単位)， 中小企業論 (2 単位)， マ
ーケッティング・リサーチ (2 単位)， 交通論(2 単位) 
























ホホスピタリティ系の 19 科目群，「国内旅行実務Ⅰ(4 単位)」
の他の 18 科目(各 2 単位)，マネジメント系の 23 の科目(各 2 単






























  18 
単位 
 
注 1：必修の「卒論セミナー」(6 単位)はその履修年度内において 1 万 2 千字以上の論文の提出が必要。 
注 2：3 大学単位互換は熊本学園大学(商学部・経済学部)及び熊本大学(法学部)・熊本県立大学(総合管理学部)間で
の制度 。 





附録Ⅳ 米国の主要大学の観光系学部・学科の卒業要件単位数の表 表⑤～表⑦ 
表⑤ コーネル大学の学士課程「ホテル・レストラン アドミニストレーション(B.S. in Hotel and 










目： HADM 1210 「財務会計(Financial Accounting)」(3 単位), 
HADM2210 「管理会計(Managerial Accounting)」 (3 単
位),HADM3210 「ホスピタリティ不動産の原則(Principles of 










(Organizational Behavior and Leadership Skills)」(3 単位)，HADM 
2810「人事管理(Human Resources Management)」(3 単位)，
HADM3870「ビジネスとホスピタリティ法(Business and Hospitality 
Law)」(3 単位)  
9 
単位 
「飲食マネジメント(Food and Beverage Management)」科目：HADM2360 
「フードサービスマネジメント，理論と実践(Food Service Management,        
Theory and Practice)」(4 単位)， HADM3350「レストランマネジメント










ィング(Business Writing for Hospitality Professionals)」(3 単位)，
HADM3650「 ホスピタリティリーダーのための説得的ビジネスコミュ





(Introduction to Hotel Operations)」(3 単位), HADM1360「フードサ
ービスマネジメント入門(Introduction to Foodservice Management)」
(3 単位)，HADM2010「ホスピタリティ定量分析(Hospitality 
Quantitative Analysis)」(3 単位)，HADM3010「サービス運営マネジ
メント(Service Operations Management)」(3 単位) 
12 
単位 
「飲食マネジメント(Food and Beverage Management)」科目： 
HADM2360 「フードサービスマネジメント，理論と実践(Food 
Service Management, Theory and Practice)」(4 単位)，HADM3350 




HADM1410 「サービス産業の微視的経済 (Microeconomics for the 
Service         Industry)」(3 単位), HADM2430「サービ


























「自由選択科目 (Free electives) 」(24 単位) 24 
単位 
注 1：卒業要件には上記 120 単位の他にホスピタリティ関連企業で 2 単位(800 時間)のインターンシップが必修。 
注 2：「HADM」は科目名の記号でHotel Administration の略。 
注 3：科目番号の 1000 番台は初級段階(主に 1 年生用)の科目，2000 番台は中間段階(主に 2 年生用)，3000 番台は
上級段階(主に 3 年生用)で 1 年生には提供除外，4000 番台は 4 年生向けの科目。 
注 4：＊First-Year Writing「初年度ライティング」は学科専門科目以外の「追加必修科目(Additional 
requirement)」。 
出所：”Degree Programs-Cornell University, Course Requirements for Bachelor of Science Degree; B.S. Hotel 
and Restaurant Administration, Courses of Study 2020-2021,” Cornel University，The School of Hotel 
Administration，B.S. in Hotel and Restaurant Administration, accessed September 10,2020， 
https://courses.cornell.edu/content.php?catoid=41&navoid=11595 及び https://courses.cornell.edu/， 
“Practice Credit Requirements and Guidelines, ”Cornel University，The School of Hotel Administration，





表⑥ ジョージ・メイソン大学学士課程「観光・イベントマネジメントマネジメント(B.S in Tourism 













「初級英作文(Lower-level English Composition)」(3 単位で 1 年生用の
科目)， ENG302「上級英作文(Advanced Composition)](3),「口頭によ
るコミュニケーション(Oral Communication)」(3 単位で 1 年生用の科
目),「情報技術(Information Technology)」(3 単位で 1 年生用の科目),「定
量論法(Quantitative Reasoning)」：  STAT250「統計学入門Ⅰ
(Introductory StatisticsⅠ)」(3 単位で 2～3 年生用の科目),「文学
(Literature)」(3 単位で 2～3 年生用の科目),「芸術(Arts)」(3 単位で 1～3
年生用の科目)，「西洋文明/世界史(Western Civilization/World 
History)」： HIST100 「西洋文明史(History of Western 
Civilization)」(3 単位)ないし HIST125「世界史入門(Introduction to 
World History)](3 単位)「社会と行動科学(Social and Behavioral  
Sciences)」：  TOUR3Ⅱ「女性と観光(Women and Tourism)」(3 単位),
「国際理解(Global Understanding)」:  TOUR210「旅行と観光を通じて
の国際理解(Global Understanding through Travel   and Tourism)」(3
単位)，自然科学(Natural Science)」:  ラボ(実験)科目の(4 単位)とラボ以


















(Administration of SRT Organizations I)」(3 単位), SRST450 「研究手
法(Research Methods)」(3),PRLS460 「スポーツとリクリエーション法
(Sport and Recreation Law)」(3)，TOURⅡ0 「プロ意識と礼節
(Professionalism and Civility)」(1),TOUR200「観光マネジメント入門 
(Introduction to Tourism Management)」(3),TOUR214「ホスピタリテ
ィ観光とイベントマネジメント会計(Hospitality Tourism and Events 
Management Accounting )」(3), TOUR220「イベントマネジメント入
門(Introduction to Event Management)」(3),TOUR230 「ホスピタリテ
ィ・マネジメント入門(Introduction to Hospitality Management)」(3 単
位), TOUR241「ホスピタリティ, 観光, イベントマネジメントプラクテ
ィカム(実習)(Hospitality, Tourism, and Events Management 
Practicum)」(3),TOUR320「ホスピタリティ，観光とイベントマネジメ
ント情報Hospitality, Tourism and Event Management Information )」
(3), TOUR340「持続可能な観光(Sustainable Tourism)」(3), TOUR412
「ホスピタリティ，観光，イベントマネジメントマーケッティング財務
Hospitality, Tourism, and Events Management Finance)」
(3),TOUR414 「ホスピタリティ，観光，イベントマネジメント財務 
(Hospitality, Tourism, and Events Management Finance)](3)，
TOUR470「キャリア準備(Career Preparation)」(1)，TOUR490「ホス
ピタリティ，観光及びイベントマネジメント インターンシップ















ント(Food and Beverage Management)(3),TOUR313「イベント技術制
作(Event Technical Production)」(3),TOUR440「集会と会議(Meetings 
and Conventions)」(3)，〇ホスピタリティ・マネジメント専攻
(Concentration in Hospitality Management)」：TOUR301「ホテルマネ
ジメント(Hotel Management)」(3),TOUR310「食品と飲料のネジメント
(Food and Beverage Management)](3),TOUR330「リゾートマネジメン
ト(Resort Management)」(3)，TOUR450「ホスピタリティ人的資源マネ
ジメント(Hospitality Human Resource  Management)」(3),TOUR460
「ホスピタリティ施設運営(Hospitality Facilities Operations)」(3)，〇
「観光マネジメント専攻(Concentration in Tourism 
Management)」:TOUR430「目的地マーケッティングとマネジメント
(Destination Marketing and Management)」(3),TOUR410「観光経済学
(Tourism Economics)」(3),TOUR420 「観光計画/政策(Tourism 
Planning/Policy)」(3),TOUR352「遺産と文化観光(Heritage and 

















「自由選択(Electives)」群から 9 単位選択 9
単
位 
注 1：「TEM プロフェショナルシークエンス(TEM Professional Sequence)」の TEM はTourism and Events 
Management(B.S)の略で学科名   
注 2：「TOUR241」の「プラクテイカム(Practicum)」(3 単位)は「短期の体験型企業実習で観光，イベント，ホス
ピタリティ企業でのマネジメントについて 120 時間の実習。 
注 3：「TOUR490」の「インターンシップ」(3 単位)は 4 年生だけを対象とした「プロとしての就業型企業実習で
観光，イベント，ホスピタリティ企業での 400 時間の実習で「TOUR241」が前提科目でこちらを終えてから
履修が可。どちらの科目も各専攻コースの学生も必修科目。 
注 4：[Administration of SRT Organizations I」の SRT は Sport, Recreation and Tourism の略。     
注 5：科目番号の 100 番台は主に一年生用，200 番台は 2 年生用，300 番台は 3 年生用，400 番台は 4 年生用の科
目。 
出所：”Tourism and Events Management, BS George Mason University: Degree Requirements" 2020 年 9 月
10 日，https://catalog.gmu.edu/colleges-schools/education-human-development/school-sport-recreation-
tourism-management/tourism-and-events-management-bs/#requirementstext. と”GMU Catalog-
George Mason University: Search the 2020-2021 Catalog" 2020 年 9 月 10 日 https://catalog.gmu.edu/. 

















(College Writing II)」(3 単位)，MATH1580「数学によ
る調査と応用(Survey of Mathematics with 
Applications)」(3 単位)，「創造的芸術(Creative 
Arts)」(3 単位)，「言語，哲学及び文化(Languages， 
Philosophy and Culture)」(3 単位)，HIST2610 1865
までのアメリカの歴史(U.S History to 1865)」(3 単
位)， HIST2620「1865 年からのアメリカの歴史)」(3
単位)，PSCI2305 「アメリカの政治的行動と政策(U.S 
Political Behavior and Policy)」(3 単位)，PSCI2306
「アメリカとテキサスの憲法と政府機関(U.S and 




















な労働力の管理(Managing a Diverse Workforce)」(3 単
位)，＊CMHT4790「ホスピタリティ・マネジメント業












HMGT1450 「栄養の原理(Principles of Nutrition)](3
単位)，HMGT1470「食品準備の原理(Principles of 
Food Preparation)」(3 単位)，HMGT1500「ホスピタリ
ティ産業へのオリエンテーション(Orientation to the 
Hospitality Industry)」(2 単位)，HMGT3250 「レスト
ランオペレーションⅠ(Restaurant Operations Ⅰ)」(3
単位)，HMGT3260「リゾートとクラブマネジメント
(Resort and Club Management)」 (3 単位)，
HMGT3700 「ホテルオペレーション(Hotel 
Operations)」(3 単位)，HMGT4210「ホスピタリティ会






Planning，  Equipment， Layout  & Design)」(3 単
位)， HMGT4860「ホスピタリティビジネス戦略
(Hospitality Business Strategies)」(3 単位)，
HMGT2280「ホスピタリティ会計Ⅰ-財務会計









礎(Management Foundations in the Hospitality 
Industry)」(3 単位)，HMGT3200「ホスピタリティ産業
法(Hospitality Industry Law)」(3 単位)，HMGT3300
「ホスピタリティ産業のマーケティングと販売
(Hospitality Industry Marketing & Sales)」(3 単位)，
HMGT3600「ホスピタリティ産業での人的資源管理
(Management of HR in the  Hospitality Industry) 」
(3 単位)，HMGT4480「ホスピタリティ産業の財務
(Hospitality Industry Finance)」(3 単位)，HMGT4600
「ホスピタリティと観光での情報技術(Information 








「生命と物質的科学(Life & Physical Sciences)」分野か
ら(6 単位)，「大学選択必修コース「Core Option 
Courses)」分野から(6 単位)，HMGT2800「国際旅行と
観光の基礎(Foundations of International Travel  & 
Tourism)」(3 単位)ないし HMGT2810 「国際的持続
可能な観光の入門(Introduction to International 



















注 1:＊CMHT*4790 の必修の「インターンシップ」(3 単位)はホスピタリティ・マネジメント
学科の関連職業団体で 800 時間のインターンシップが必要。  
注 2:科目番号 1000 番台は 1 年生向けの科目，2000 番台は 2 年生向け，3000 番台は 3 年生向
け，4000 番台は 4 年生向けの科目。  
出所：“University Core Curriculum: University Core Curriculum 
requirements，”University of North Texas 2020-2021 Undergraduate Catalog”，2020
年 9 月 10 日，http://catalog.unt.edu/content.php?catoid=23&navoid=2482 及び” Degree 
Requirement Sheet，College of Merchandising， Hospitality & Tourism， University 
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